
 

【報告】 

第 74回全国植樹祭１年前記念イベントについて 
 

１ イベント概要 

（１）行事名 「第74回全国植樹祭 岡山2024」１年前記念「百花
ひゃっか

彩
さい

」 

（２）日 時 令和５年５月20日（土） 9：00 ～ 16：00  

（３）場 所 西大寺緑花公園・百花プラザ 

（４）主催者 第74回全国植樹祭岡山県実行委員会、岡山県、岡山市、 

公益財団法人岡山市公園協会 

（５）参加者 約13,000人（「百花彩」としては過去最高の参加者数） 

 

２ 開催内容 

（１）記念式典 

    主催者挨拶 知事、岡山市長 

    来 賓 挨 拶 県議会議長 小倉弘行、岡山市議会副議長 森田卓司 

    記 念 植 樹 知事、岡山市長、野口健氏 

（２）基調講演 

講師：アルピニスト 野口健氏 

演題：山から学んだ環境問題と森林再生活動 

（３）展示コーナー・体験イベント 

  ・第74回全国植樹祭PRコーナー（クイズラリーほか） 

  ・林業PRコーナー（パネル展示、ドローン展示ほか） 

  ・木や花を使用した体験コーナー（丸太切り体験、しいたけ植菌体験ほか） 

  ・花絵展示（県立興陽高等学校生徒作品）            など 

 

３ 当日の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念植樹 基調講演 

植樹祭 PR コーナー 体験コーナー（丸太切り） 
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【報告】 

地域植樹について 

 

１ 目的 

  第 74 回全国植樹祭の開催機運を盛り上げるとともに、県民の緑化意識の醸 

成等を図るため、植樹祭記念事業として、地域植樹を県内５ヵ所で開催する。 

 

２ 事業名 

  第 74 回全国植樹祭記念事業（地域植樹） 

 

３ 主催 

  第 74 回全国植樹祭岡山県実行委員会 

 

４ 事業概要 

（１） 植樹計画等 

（２）実施内容  

植樹、木工・林業体験等 

（３）植樹樹種  

少花粉ヒノキ、ヤマザクラなど地域特性に応じた樹種 

 

５ 申込方法 

  ７月 10 日（月）から岡山県電子申請サービスにて申込を開始予定。 

  ※それぞれの植樹場所開催日の１ヵ月前を申込期限とする。 

 

６ 第 74 回全国植樹祭への参加 

  地域植樹に参加された方に対しては、全国植樹祭の県内一般参加者の公募に

おいて、優先枠を設ける（約 50 名）。 

開催日 植樹場所 募集人数 面積 植樹本数 

９月 30 日（土） 
鏡野町上齋原地内 

(恩原高原) 
250 人 0.62ha 750 本 

10 月８日（日） 
勝央町岡地内 

(ﾌｧｰﾏｰｽﾞ・ﾏｰｹｯﾄﾉｰｽｳﾞｨﾚｯｼﾞ)  

みどりの大会

との併催のた

め、募集なし 
0.09ha 100 本 

10 月 21 日（土） 
新見市大佐小阪部地内 

(大佐山大日高原) 
240 人 0.59ha 700 本 

11 月中旬予定 
津山市市場地内 

(ウッドパーク声ヶ乢) 
170 人 0.40ha 500 本 

11 月 25 日（土） 
高梁市有漢町有漢地内 

(高梁市市有林) 
400 人 1.20ha 3,600 本 

計 1,060 人 2.90ha 5,650 本 

資料１ 

プレ地域植樹の状況 

（津山市阿波地内） 
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【報告】 

 

招待者の一般公募について 

 

１ 目的 

  県民の方々の御参加により、緑化意識のさらなる醸成を図り、緑あふれる郷

土を未来の子どもたちへつないでいく全国植樹祭が開催できるよう、参加者を

募集する。 

 

２ 募集人数 

  約 100 名予定 

※応募者多数の場合は抽選を行う。 

※抽選においては地域植樹参加者の優先枠を設ける。 

 

３ 応募資格 

岡山県内在住であり、18 歳以上の方 

（グループでの応募の場合は６歳以上も対象とする。） 

 

４ 募集期間 

  令和５年 11 月末～12 月末予定 

 

５ 応募方法 

・インターネット（専用サイト）での申込 

・郵送での申込 

  

６ スケジュール 

  令和５年 11 月 公募受付の開始 

12 月 公募締切 

  令和６年 １月 抽選 

       ２月 抽選結果通知 

       ５月 案内状送付 

 

７ その他 

  第 74 回全国植樹祭岡山県実行委員会ホームページ、ＳＮＳで周知するとと

もに、県庁、県民局等に応募ガイドを設置し、広く募集する。 

資料２ 
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【報告】 

 

「木製地球儀」の巡回展示について 

  

１ 目的 

第 74 回全国植樹祭の周知や開催機運醸成のため、全国植樹祭のシンボルである

「木製地球儀」を県関係施設及び県内市町村で巡回展示することにより、全県的

な盛り上げを図る。 

 

２ 木製地球儀とは 

  「木製地球儀」は、21世紀最初の全国植樹祭となった第52回山梨大会の際に、21

世紀は地球環境の時代であり、森林・林業がさらに重要な役割を担うということを

イメージして作成されたもの。 

 ※地球儀はヒノキ、葉はナラ、基台はケヤキで作ら 

れており、高さ60cm、幅50cm、重さ14.7kg 

 

 

 

３ 実施内容 

（１）巡回展示及びセレモニー 

  巡回展示開始時等に首長によるセレモニーを実施 

※木製パネルに木製パーツの貼付をしてもらい、27市町村の協力を得て完成さ 

せる。 

（２）巡回ルート 

   県民局管内ごとに巡回（美作局→備中局→備前局） 

（３）資材等 

   木製地球儀、展示台（地球儀収納BOX兼用）、台車、

のぼり旗、バックパネル、ＰＲ用資材については、実行

委員会で準備 

（４）期間 

   ８月頃から来年３月頃までに県内全市町村を巡回 

※来年４月以降は、開催市である岡山市役所や県庁で 

展示予定 

資料３ 

木製パネル制作イメージ 

岩手大会でのリレーセレモニーの状況 
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【報告】 

 

全市町村参画による記念植樹について 

 

１ 目的 

第74回全国植樹祭の開催機運を盛り上げるとともに、緑化意識のさらなる醸成等

を図るため、県内全ての市町村において、首長等による記念植樹を実施する。 

 

２ 記念植樹の概要 

（１）実施時期 

 令和５年度中 

（２）事業主体 

 市町村 

（３）実施内容 

 公共施設又は各種イベント時において、首長等による植樹を実施 

（４）植樹樹種 

 市町村が希望する樹種（苗木及び標柱等は、実行委員会が準備して提供する。） 

（５）そ の 他 

実行委員会の各種媒体を活用して、記念植樹の実施状況等をＰＲする。 

 

３ 実施状況 

  県内でトップとなる記念植樹を赤磐市において実施した。 

  本年秋以降に、各市町村において実施が計画されている。 

資料４ 

赤磐市長がゲッケイジュを植樹 

（熊山英国庭園内） 
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【報告】 

 

招待者記念品の募集等について 

 

１ 目的 

全国からの招待者を岡山らしいおもてなしでお迎えし、岡山県の自然や産業、観

光資源、特産品等を全国に情報発信することを目的に、希望する市町村の記念品等

を配付する。 

 

２ 招待者に配付する記念品 

（１）配付日 

 全国植樹祭式典当日 

（２）配付する招待者 

国務大臣等の中央特別招待者（約 30 人）及び県外招待者（約 920 人） 

希望があれば県内招待者（約 900 人）への配付も対応可 

※天皇皇后両陛下への献上品ではありません。 

 

３ 今後のスケジュール 

  令和５年７月～９月 記念品の希望調査（実行委員会→各市町村） 

      10月～12月 記念品の選定 

   令和６年１月～３月 納品場所等の連絡調整 

      ５月～６月 納品 

 

４ 実行委員会で予定している記念品 

 ・岡山後楽園を彩る樹木から育てた苗木（ヒラドツツジ・サツキ・アジサイ） 

・岡山市内の小学生が作成した木製メッセージプレート 

 

資料５ 

岡山後楽園で育成中の苗木 
木製メッセージプレート（ヒノキ製：

縦×横 12cm×20cm 厚さ 1cm） 

小学生がメッセージ

を記入 
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【第１号議案】 

 

第 74 回全国植樹祭岡山県実行委員会会則の一部改正について 

  

１ 別表第１の改正（第４条関係）【実行委員会】 

（内容） 

  会則の別表第１の改正 

  ○ 委員（県議会） 

    （改正前）岡山県議会環境文化保健福祉委員会 

    （改正後）岡山県議会環境文化保健子ども福祉委員会 

（理由） 

    岡山県部等設置条例の一部改正により、保健医療部及び子ども・福祉部が設置された

ことに伴い、従来の岡山県議会環境保健福祉委員会の名称が改められたため。 

 

 

２ 施行日 

  令和５年７月４日 

 

 

３ 新旧対照表 

  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 
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第 74 回全国植樹祭岡山県実行委員会会則の一部改正 新旧対照表 

改正前 改正後 

第１条～第 18 条 （略） 

  

  

 

 

 

別表第１（第４条）【実行委員会】 

職 名 区 分 所 属 役 職 

（略） 

委 員 （略） 

県議会 岡山県議会環境

文化保健福祉委

員会 

委員長 

（略） 

 

 

第１条～第 18 条 （略） 

 

附 則 

この会則は、令和５年７月４日から施行

する。 

 

別表第１（第４条）【実行委員会】 

職 名 区 分 所 属 役 職 

（略） 

委 員 （略） 

県議会 岡山県議会環境

文化保健子ども

福祉委員会 

委員長 

（略） 
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【第２号議案】 

令和４年度 収支決算（案）
 

（１）収入の部 

（単位：円） 

区 分 当初予算額 収入済額 増 減 摘 要 

１ 負 担 金 18,643,000 18,643,000 0 岡山県負担金 

２ 助 成 金 0 2,000,000 2,000,000 
国土緑化推進機構 

助成金 

３ 諸 収 入 0 173 173 預金利息 

合 計 18,643,000 20,643,173 2,000,173  

 

 

（２）支出の部 

（単位：円） 

区 分 当初予算額 支出済額 増 減 摘 要 

１ 総 務 費 1,295,423 865,471 ▲429,952 
実行委員会･専門
委員会開催費 等 

２ 開催事業費 15,478,919 10,382,446 ▲5,096,473 

基本計画作成、苗

木の育成体験実

施、地域植樹実施 

等 

３ 広報啓発費 1,868,658 1,032,716 ▲835,942 

大会ポスター原画

選定、広報啓発資

材の作成、植樹祭

だより発行 等 

合 計 18,643,000 12,280,633 ▲6,362,367  

 

収入の部 20,643,173 円 

支出の部 12,280,633 円 

差引残額 8,362,540 円 

 

※差引残額の内、1,500,062 円は岡山県に戻入した。 

 差引残額の内、6,862,478 円は令和５年度に繰り越すこととする。 

資料７ 
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（３）協賛金収入の部 

 

区 分 当初予算額 収入済額 増 減 摘 要 

１ 協 賛 金 0 13,110,000 13,110,000 資金協賛 

合 計 0 13,110,000 13,110,000  

 

 

（４）協賛金支出の部 

 

   該当なし 

 

 

協賛金収入の部 13,110,000 円 

協賛金支出の部 0 円 

差引残額 13,110,000 円 

 

  ※差引残額 13,110,000 円は積立金として令和５年度に繰り越すこととする。 
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の
サ

イ
ク

ル
を

循
環

さ
せ

る
こ

と
で

、
県

民
共

有
の

財
産

で
あ

る
岡

山
の

森
林

を
よ

り
良

い
姿

で
次

の
世

代
に

引
き

継
い

で
い

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。

こ
う

し
た

中
で

、
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
に

開
催

す
る

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
は

、
多

様
な

主
体

が
一

体
と

な
り

、
森

林
を

始
め

と
す

る
み

ど
り

豊
か

な
自

然
を

守
り

育
て

る
取

組
等

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
森

林
の

持
つ

公
益

的
機

能
の

確
保

は
も

と
よ

り
、

近
年

、
そ

の
重

要
性

が
再

認
識

さ
れ

て
い

る
二

酸
化

炭
素

の
吸

収
源

で
あ

る
森

林
の

役
割

や
、

持
続

可
能

な
形

で
資

源
を

利
用

す
る

｢循
環

経
済

｣の
加

速
化

な
ど

、
未

来
に

向
け

て
、

人
と

森
林

の
理

想
的

な
か

か
わ

り
へ

つ
な

げ
て

い
け

る
よ

う
、

岡
山

な
ら

で
は

の
特

色
あ

る
有

意
義

な
大

会
と

し
ま

す
。

1
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第
１

章
開

催
概

要

岡
山

県
に

お
け

る
全

国
植

樹
祭

の
開

催
状

況
２

昭
和

4
2
(1

9
6
7
)年

４
月

９
日

、
金

山
山

頂
（

岡
山

市
）

に
お

い
て

、
天

皇
皇

后
両

陛
下

を
お

迎
え

し
、

「
拡

大
造

林
と

環
境

緑
化

」
を

大
会

テ
ー

マ
に

、
第

1
8
回

全
国

植
樹

祭
を

開
催

し
ま

し
た

。
当

日
は

、
あ

い
に

く
の

荒
天

と
な

り
、

開
催

規
模

を
約

2
0
0
人

に
縮

小
（

晴
天

時
は

1
3
,0

0
0
人

を
予

定
）

し
て

実
施

さ
れ

ま
し

た
。

会
場

の
テ

ン
ト

の
中

で
、

両
陛

下
は

ア
カ

マ
ツ

を
鉢

に
お

手
植

え
に

な
り

ま
し

た
。

ま
た

、
翌

４
月

1
0
日

、
蒜

山
地

域
（

旧
真

庭
郡

川
上

村
）

に
お

い
て

、
天

皇
陛

下
は

ア
カ

マ
ツ

を
、

皇
后

陛
下

は
ヒ

ノ
キ

を
お

手
播

き
に

な
り

ま
し

た
。

2

ア
カ

マ
ツ

を
お

手
植

え
さ

れ
る

天
皇

皇
后

両
陛

下
（

岡
山

市
）

お
手

播
き

さ
れ

る
天

皇
皇

后
両

陛
下

（
蒜

山
地

域
）

（
天

皇
陛

下
：

ア
カ

マ
ツ

、
皇

后
陛

下
：

ヒ
ノ

キ
）

お
手

植
え

苗
木

移
植

式
(４

月
1
7
日

岡
山

市
)

両
陛

下
お

手
植

え
の

苗
木

の
移

植
(４

月
1
7
日

池
田

厚
子

さ
ん

)

第
１

章
開

催
概

要

岡
山

県
の

特
色

を
活

か
し

た
大

会
の

基
本

方
針

４

（
１

）
未

来
に

向
け

て
多

様
で

豊
か

な
森

林
を

守
り

育
て

、
人

と
森

林
の

理
想

的
な

か
か

わ
り

へ
つ

な
げ

て
い

く
大

会

3

○
豊

富
な

森
林

資
源

の
循

環
利

用
に

よ
る

林
業

の
成

長
産

業
化

の
実

現
に

向
け

て
、

「
伐

っ
て

・
使

っ
て

・
植

え
て

・
育

て
る

」
と

い
う

林
業

の
サ

イ
ク

ル
を

活
性

化
さ

せ
る

と
と

も
に

、
少

花
粉

ス
ギ

・
ヒ

ノ
キ

苗
木

に
よ

る
植

替
え

や
木

材
・

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
の

利
用

を
通

じ
て

、
森

林
の

公
益

的
機

能
の

確
保

を
図

り
ま

す
。

○
環

境
問

題
へ

の
関

心
の

高
ま

り
か

ら
、

県
内

各
地

で
、

森
林

保
全

活
動

に
取

り
組

む
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
や

企
業

等
が

増
え

て
い

ま
す

。
今

後
、

全
国

植
樹

祭
に

向
け

、
よ

り
多

く
の

県
民

の
皆

様
に

参
画

い
た

だ
き

な
が

ら
開

催
の

機
運

を
盛

り
上

げ
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
こ

の
大

会
を

契
機

と
し

て
、

緑
化

意
識

の
醸

成
を

図
り

、
豊

か
な

森
林

の
緑

を
よ

り
よ

い
姿

で
将

来
へ

引
き

継
い

で
い

き
ま

す
。

○
中

国
山

地
、

瀬
戸

内
海

、
三

大
河

川
な

ど
多

彩
で

豊
か

な
自

然
や

、
本

県
の

気
候

風
土

に
育

ま
れ

た
歴

史
・

文
化

な
ど

数
多

く
の

魅
力

を
全

国
に

発
信

し
ま

す
。

○
県

外
か

ら
訪

れ
る

多
く

の
参

加
者

に
対

し
て

、
関

係
者

は
も

と
よ

り
県

民
全

体
で

「
お

も
て

な
し

の
心

」
で

対
応

し
、

岡
山

県
に

ま
た

来
た

い
と

思
わ

れ
る

よ
う

な
「

温
か

み
」

の
あ

る
大

会
と

し
ま

す
。

（
２

）
岡

山
県

の
豊

か
な

自
然

や
歴

史
・

文
化

等
の

魅
力

発
信

開
催

理
念

３

私
た

ち
は

、
第

7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

を
通

じ
て

、
「

豊
富

な
森

林
資

源
の

循
環

利
用

」
を

進
め

る
と

と
も

に
、

森
林

の
持

つ
公

益
的

機
能

の
確

保
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

県
民

一
人

ひ
と

り
の

緑
化

意
識

の
さ

ら
な

る
醸

成
を

図
り

、
豊

か
な

自
然

を
守

り
育

て
る

た
め

の
県

民
運

動
を

拡
大

す
る

契
機

と
し

、
み

ど
り

あ
ふ

れ
る

郷
土

を
未

来
の

子
ど

も
た

ち
へ

つ
な

い
で

ま
い

り
ま

す
。

併
せ

て
、

本
県

の
歴

史
・

文
化

な
ど

数
多

く
の

魅
力

を
全

国
に

発
信

し
ま

す
。
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第
１

章
開

催
概

要

大
会

テ
ー

マ
５

全
国

か
ら

応
募

が
あ

っ
た

1
,4

4
4
点

の
作

品
の

中
か

ら
選

定
し

ま
し

た
。

晴
れ

の
国

光
で

育
つ

緑
の

心

■
作

者
：

大
隅

絆
成

さ
ん

（
岡

山
市

北
区

･岡
山

市
立

西
小

学
校

５
年

生
※

選
定

時
）

■
制

作
意

図
：

岡
山

は
晴

れ
の

国
だ

か
ら

光
を

使
っ

た
。

育
つ

の
は

緑
に

も
心

に
も

使
え

る
か

ら
両

方
育

て
ば

い
い

な
と

思
い

そ
の

願
い

を
こ

め
た

。

シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク
６

全
国

か
ら

応
募

が
あ

っ
た

4
7
1
点

の
作

品
の

中
か

ら
選

定
し

ま
し

た
。

■
作

者
：

宮
川

千
明

さ
ん

（
岡

山
市

北
区

）

■
制

作
意

図
：

も
も

っ
ち

、
う

ら
っ

ち
の

足
元

の
輪

を
繋

げ
る

事
で

、
「

循
環

」
「

人
・

活
動

の
つ

な
が

り
」

を
表

現
。

２
人

の
服

装
は

緑
を

基
調

に
動

き
や

す
い

格
好

に
し

た
。

背
景

の
桃

に
サ

ン
バ

ー
ス

ト
（

太
陽

光
線

）
を

あ
し

ら
う

事
で

、
晴

れ
の

国
の

イ
メ

ー
ジ

も
足

し
て

岡
山

ら
し

さ
を

出
し

た
。

大
会

ポ
ス

タ
ー

原
画

７

岡
山

県
内

の
小

中
高

校
生

か
ら

応
募

が
あ

っ
た

6
1
5
点

の
作

品
の

中
か

ら
選

定
し

ま
し

た
。

4

お
お

す
み

は
ん

な

み
や

か
わ

ち
は

る

に
し

や
ま

こ
こ

な

■
作

者
：

西
山

心
和

さ
ん

（
浅

口
市

・
浅

口
市

立
金

光
小

学
校

５
年

生
※

選
定

時
）

■
制

作
意

図
：

晴
れ

の
国

と
太

陽
と

や
さ

し
さ

で
ハ

ー
ト

の
木

を
大

き
く

育
て

、
み

ん
な

が
幸

せ
に

な
れ

る
と

い
い

な
と

い
う

思
い

を
こ

め
た

。

第
１

章
開

催
概

要

開
催

会
場

８

（
１

）
式

典
会

場

■
ジ

ッ
プ

ア
リ

ー
ナ

岡
山

（
岡

山
市

北
区

）

Ｊ
Ｒ

岡
山

駅
か

ら
約

1
.5

㎞
の

岡
山

県
総

合
グ

ラ
ウ

ン
ド

内
に

位
置

し
、

メ
イ

ン
ア

リ
ー

ナ
や

サ
ブ

ア
リ

ー
ナ

を
備

え
、

ガ
ラ

ス
面

を
多

く
採

用
し

、
木

材
を

椅
子

、
床

、
壁

面
に

使
用

し
た

明
る

く
開

放
的

で
温

か
い

雰
囲

気
の

体
育

館
で

す
。

屋
内

施
設

で
あ

る
た

め
、

荒
天

時
の

式
典

会
場

は
別

に
設

け
ま

せ
ん

。

5

式
典

会
場

で
は

、
式

典
行

事
、

天
皇

皇
后

両
陛

下
に

よ
る

お
手

植
え

、
お

手
播

き
行

事
や

各
県

代
表

者
等

に
よ

る
植

樹
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
岡

山
県

の
魅

力
を

発
信

す
る

お
も

て
な

し
広

場
を

隣
接

地
に

設
定

し
、

参
加

者
を

歓
迎

し
ま

す
。

ジ
ッ

プ
ア

リ
ー

ナ
岡

山
式

典
会

場
（

イ
メ

ー
ジ

）

広
島

県

兵
庫

県

ジ
ッ

プ
ア

リ
ー

ナ
岡

山

岡
山

市

鳥
取

県

式
典

会
場

（
ジ

ッ
プ

ア
リ

ー
ナ

岡
山

）
P
R
会

場
（

イ
オ

ン
モ

ー
ル

倉
敷

）

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
（

G
R
E
E
N

a
b
le

H
IR

U
Z
E
N

 ）

地
域

植
樹

会
場

岡
山

県
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第
１

章
開

催
概

要

（
２

）
サ

テ
ラ

イ
ト

会
場

・
Ｐ

Ｒ
会

場

区
分

会
場

名
所

在
地

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
G

R
E
E
N

a
b
le

H
IR

U
Z
E
N

（
グ

リ
ー

ナ
ブ

ル
ヒ

ル
ゼ

ン
）

真
庭

市

Ｐ
Ｒ

会
場

イ
オ

ン
モ

ー
ル

倉
敷

倉
敷

市

6

■
サ

テ
ラ

イ
ト

会
場

■
Ｐ

Ｒ
会

場

（
３

）
地

域
植

樹
会

場

令
和

５
年

度
を

中
心

と
し

た
県

民
参

加
の

地
域

植
樹

会
場

を
設

置
し

ま
す

。

区
分

時
期

場
所

プ
レ

地
域

植
樹

令
和

４
(2

0
2
2
)年

1
0
月

８
日

津
山

市
阿

波
大

ヶ
山

牧
場

跡
地

地
域

植
樹

令
和

５
(2

0
2
3
)年

9
月

3
0
日

鏡
野

町
上

齋
原

恩
原

高
原

令
和

５
(2

0
2
3
)年

1
0
月

８
日

勝
央

町
岡

お
か

や
ま

フ
ァ

ー
マ

ー
ズ

・
マ

ー
ケ

ッ
ト

ノ
ー

ス
ヴ

ィ
レ

ッ
ジ

令
和

５
(2

0
2
3
)年

1
0
月

2
1
日

新
見

市
大

佐
小

阪
部

大
佐

山
大

日
高

原

令
和

５
(2

0
2
3
)年

1
1
月

中
旬

津
山

市
市

場
ウ

ッ
ド

パ
ー

ク
声

ヶ
乢

令
和

５
(2

0
2
3
)年

1
1
月

2
5
日

高
梁

市
有

漢
町

有
漢

高
梁

市
市

有
林

ア
フ

タ
ー

地
域

植
樹

令
和

６
(2

0
2
4
)年

秋
頃

津
山

市
阿

波
大

ヶ
山

牧
場

跡
地

だ
い

が
せ

ん

だ
い

が
せ

ん

式
典

参
加

者
の

み
な

ら
ず

、
よ

り
多

く
の

県
民

の
皆

様
と

開
催

理
念

を
共

有
し

、
第

7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

効
果

を
高

め
る

た
め

、
サ

テ
ラ

イ
ト

会
場

や
Ｐ

Ｒ
会

場
を

設
置

し
ま

す
。

こ
え

が
た

わ

第
１

章
開

催
概

要

主
催

９

公
益

社
団

法
人

国
土

緑
化

推
進

機
構

岡
山

県

開
催

規
模

1
0

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
は

、
県

内
外

か
ら

参
加

す
る

招
待

者
約

2
,0

0
0
人

の
規

模
で

開
催

し
ま

す
。

開
催

時
期

1
1

令
和

6
(2

0
2
4
)年

春

7

参
加

者
区

分
参

加
予

定
者

数
備

考

県
外

招
待

者
9
5
0
人

国
関

係
者

、
被

表
彰

者
、

各
都

道
府

県
招

待
者

等

県
内

招
待

者
9
0
0
人

県
議

会
議

員
、

市
町

村
関

係
者

、
森

林
・

林
業

・
緑

化
関

係
者

、
実

行
委

員
会

委
員

、
県

内
公

募
に

よ
る

一
般

県
民

等

上
記

参
加

者
に

加
え

、
運

営
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

県
職

員
を

中
心

と
し

た
実

施
本

部
員

5
0
0
人

や
出

演
者

2
0
0
人

が
式

典
に

従
事

し
ま

す
。
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第
２

章
式

典
行

事
計

画

基
本

的
な

考
え

方
１

式
典

行
事

は
、

次
の

事
項

を
基

本
と

し
て

実
施

し
ま

す
。

区
分

演
出

テ
ー

マ
内

容

プ
ロ

ロ
ー

グ
森

林
の

軌
跡

○
招
待
者
を歓
迎
す
る
気
持
ち
を表
現

○
お
か
や
まの
林
業
の
歴
史
や
森
林
と人
の
関
わ

りを
紹
介

記
念

式
典

森
林

へ
の

想
い

○
森
林
へ
の
想
い
や
都
市
との
つ
な
が
り、
決
意

を表
明

エ
ピ

ロ
ー

グ
豊

か
な

森
林

を
次

世
代

へ
○
岡
山
の
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
へ
つ
な
げ
て

い
くこ
とを
全
員
で
確
認
し、
全
国
に
発
信

式
典

行
事

演
出

計
画

２

式
典

行
事

は
、

プ
ロ

ロ
ー

グ
、

記
念

式
典

、
エ

ピ
ロ

ー
グ

の
３

部
構

成
と

し
ま

す
。

8

○
開

催
理

念
を

共
有

す
る

と
と

も
に

、
参

加
者

の
心

に
残

る
内

容
と

し
ま

す
。

○
簡

素
化

を
図

り
な

が
ら

も
、

厳
粛

で
品

格
が

あ
る

も
の

と
し

ま
す

。
○

県
内

外
か

ら
、

若
い

世
代

、
高

齢
者

、
障

害
の

あ
る

方
等

で
き

る
限

り
多

く
の

皆
様

や
大

会
に

賛
同

い
た

だ
い

た
企

業
、

団
体

等
が

参
加

で
き

る
よ

う
配

慮
し

ま
す

。

も
り

も
り も

り

式
典

行
事

運
営

計
画

３

○
式

典
行

事
の

運
営

は
、

参
加

者
の

安
全

性
や

快
適

性
に

十
分

配
慮

し
、

児
童

・
生

徒
等

の
協

力
を

得
な

が
ら

行
い

ま
す

。
○

司
会

者
や

式
典

ア
シ

ス
タ

ン
ト

、
式

典
音

楽
隊

の
出

演
者

等
に

つ
い

て
は

、
児

童
・

生
徒

を
は

じ
め

県
内

の
関

係
団

体
等

の
協

力
と

参
加

を
得

て
編

成
し

ま
す

。

式
典

行
事

運
営

は
、

次
の

事
項

を
基

本
と

し
、

岡
山

県
ら

し
さ

を
感

じ
て

い
た

だ
け

る
運

営
を

行
い

ま
す

。

第
２

章
式

典
行

事
計

画

式
典

行
事

進
行

計
画

4

9

区
分

プ
ロ
グ
ラ
ム

進
行
内
容

プロ
ロー
グ

(6
5
分
程
度

)

イン
トロ
ダク
シ
ョン

来
場

者
の

歓
迎

、
大

会
概

要
等

プロ
ロー
グ
アト
ラク
シ
ョン

森
林
の
軌
跡

感
謝
状
の
贈
呈

「大
会
テ
ー
マ
」「
シ
ンボ
ル
マ
ー
ク」
「大
会
ポ
ス
ター

原
画
」感
謝
状
の
贈
呈

記
念
切
手
の
贈
呈

国
土
緑
化
運
動
記
念
切
手
の
贈
呈

記
念
式
典

(6
0
分
程
度

)

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
入
場

開
会
の
こと
ば

国
土
緑
化
推
進
機
構
副
理
事
長

国
歌
独
唱

主
催
者
挨
拶

大
会
会
長

(衆
議
院
議
長

)、
岡
山
県
知
事

天
皇
陛
下
の
お
こと
ば

表
彰

緑
化
功
労
者
な
どへ
の
表
彰

苗
木
の
贈
呈

県
内
高
校
生
か
ら農
林
水
産
大
臣
、環
境
大
臣

に
苗
木
を贈
呈

天
皇
皇
后
両
陛
下
お
手
植
え
・お
手
播
き

代
表
者
記
念
植
樹

メイ
ンア
トラ
クシ
ョン

森
林
へ
の
想
い

大
会
宣
言

国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長

リレ
ー
セ
レモ
ニー

次
期
開
催
県
へ
の
引
継
ぎ

閉
会
の
こと
ば

岡
山
県
議
会
議
長

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
退
場

エピ
ロー
グ

(4
0
分
程
度

)
エピ
ロー
グ
アト
ラク
シ
ョン

豊
か

な
森

林
を

次
世

代
へ

（
１

）
式

典
行

事
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
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第
２

章
式

典
行

事
計

画

1
0

N
o.

登
壇
者
名

出
演
シ
ー
ン
等

1
大
会
会
長
（
衆
議
院
議
長
）

①
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
到
着
・御
徒
歩
・御
着
席

②
主
催
者
挨
拶

③
表
彰

（
国
土
緑
化
運
動
・育
樹
運
動
ポ
ス
ター
原
画
コン
クー
ル
）

④
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
退
席
・御
徒
歩
・御
出
発

2
（
公
社
）
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長

①
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
到
着
・御
徒
歩
・御
着
席

②
天
皇
皇
后
両
陛
下
お
手
植
え
・お
手
播
き

③
大
会
宣
言

④
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
退
席
・御
徒
歩
・御
出
発

3
岡
山
県
知
事

①
感
謝
状
の
贈
呈

②
記
念
切
手
の
贈
呈

③
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
到
着
・御
徒
歩
・御
着
席

④
主
催
者
挨
拶

⑤
表
彰
（
岡
山
県
緑
化
功
労
者
）

⑥
天
皇
皇
后
両
陛
下
お
手
植
え
・お
手
播
き

⑦
リレ
ー
セ
レモ
ニー

⑧
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
退
席
・御
徒
歩
・御
出
発

4
農
林
水
産
大
臣

①
表
彰
（
緑
化
功
労
者
）

②
苗
木
の
贈
呈

5
文
部
科
学
大
臣

〇
表
彰
（
全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コン
クー
ル
）

6
環
境
大
臣

〇
苗
木
の
贈
呈

7
（
公
社
）
国
土
緑
化
推
進
機
構
副
理
事
長

〇
開
会
の
こと
ば

8
埼
玉
県
知
事

〇
リレ
ー
セ
レモ
ニー
・次
期
開
催
県
知
事
挨
拶

9
岡
山
県
議
会
議
長

〇
閉
会
の
こと
ば

1
0

岡
山
市
長

〇
開
催
市
長
挨
拶

1
1

日
本
郵
便
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
兼
執
行
役
員
社
長

〇
記
念
切
手
の
贈
呈

1
2

受
賞
者
（
感
謝
状
）

・大
会
テ
ー
マ

・シ
ンボ
ル
マー
ク

・大
会
ポ
ス
ター
原
画

〇
感
謝
状
の
贈
呈

1
3

受
賞
者
（
表
彰
）

・国
土
緑
化
運
動
・育
樹
運
動
ポ
ス
ター

原
画
コン
クー
ル
入
賞
者
代
表

・緑
化
功
労
者
代
表

・全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コン
クー
ル

入
賞
校
代
表

・岡
山
県
緑
化
功
労
者
代
表

〇
表
彰

（
２

）
登

壇
者

一
覧

第
２

章
式

典
行

事
計

画

1
1

（
３

）
式

典
行

事
演

出
の

概
要 プ
ロ

ロ
ー

グ
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

も
り

「
森

林
の

軌
跡

」

＜
シ

ー
ン

構
成

イ
メ

ー
ジ

検
討

中
＞

記
念

式
典

メ
イ

ン
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

も
り

「
森

林
へ

の
想

い
」

＜
シ

ー
ン

構
成

イ
メ

ー
ジ

検
討

中
＞

エ
ピ

ロ
ー

グ
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

も
り

「
豊

か
な

森
林

を
次

世
代

へ
」

＜
シ

ー
ン

構
成

イ
メ

ー
ジ

検
討

中
＞
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第
２

章
式

典
行

事
計

画

音
響

・
映

像
シ

ス
テ

ム
計

画
５

1
2

（
１

）
音

響

演
出

内
容

に
ふ

さ
わ

し
い

音
響

効
果

が
得

ら
れ

る
よ

う
、

適
切

な
場

所
に

ス
ピ

ー
カ

ー
を

設
置

し
ま

す
。

（
２

）
映

像

大
型

映
像

装
置

を
２

か
所

に
配

置
し

、
ど

の
位

置
の

参
加

者
か

ら
で

も
式

典
の

状
況

を
視

認
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

。
大

型
映

像
を

使
っ

て
、

式
典

の
構

成
や

演
出

を
効

果
的

に
表

現
し

ま
す

。

第
２

章
式

典
行

事
計

画

式
典

行
事

演
出

準
備

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

６

1
3

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

月
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

全
体

演 出 関 係

構
成

・
演

出

式
典

演
技

式
典

音
楽

映
像

ソ
フ

ト

音
響

・
映

像
シ

ス
テ

ム

出 演 者 関 係

式
典

ア
シ

ス
タ

ン
ト

介
添

え

式
典

音
楽

隊
出

演
者

資 料 関 係

登
壇

者
行

動
表

出
演

者
行

動
表

リ
ハ

ー
サ

ル
計

画

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル

開 催 日 決 定

実 施 計 画 決 定

ਸ਼ 7
4 ৚ ৸ ব ೘ ౴ ມ ␟ ٴ া ٴ ঩ ␠

リ ハ ー サ ル 総 合 ① （ ● 月 ● 日 ） ／ 総 合 ② （ ● 月 ● 日 ） ／ 前 日 （ ● 月 ● 日 ）

構
成

・
演

出
内

容
の

決
定

式
典

台
本

の
作

成
・

修
正

演
技

内
容

の
決

定
演

技
内

容
の

具
体

化

楽
曲

の
決

定
楽

譜
の

作
成

・
調

達

映
像

構
成

の
検

討
素

材
収

集
映

像
制

作

機
器

シ
ス

テ
ム

計
画

シ
ス

テ
ム

設
計

・
調

整

ア
シ

ス
タ

ン
ト

の
検

討
・

決
定

研
修

・
練

習

介
添

者
の

検
討

・
決

定
研

修
・

練
習

出
演

団
体

(者
)の

検
討

・
決

定
練

習

登
壇

者
行

動
表

の
検

討
登

壇
者

行
動

表
の

作
成

・
調

整

出
演

者
行

動
表

の
検

討
出

演
者

行
動

表
の

作
成

・
調

整

各
リ

ハ
ー

サ
ル

計
画

の
検

討
各

リ
ハ

ー
サ

ル
計

画
の

作
成

・
調

整

各
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
検

討
各

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

・
調

整
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第
３

章
植

樹
行

事
計

画

基
本

的
な

考
え

方
１

1
4

植
樹

行
事

は
、

次
の

事
項

を
基

本
と

し
て

実
施

し
ま

す
。

○
将

来
目

指
す

べ
き

森
林

の
姿

を
イ

メ
ー

ジ
し

た
上

で
、

本
県

の
気

候
風

土
や

地
域

の
特

性
に

適
し

た
樹

種
で

、
県

民
の

皆
様

に
親

し
み

の
あ

る
も

の
を

選
定

し
ま

す
。

○
式

典
会

場
内

に
お

手
植

え
所

・
お

手
播

き
所

、
代

表
者

記
念

植
樹

地
を

設
け

ま
す

。
○

式
典

会
場

周
辺

に
、

各
県

代
表

者
等

に
よ

る
植

樹
地

を
設

け
ま

す
。

○
県

民
参

加
に

よ
る

森
づ

く
り

・
身

近
な

み
ど

り
の

創
出

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
、

地
域

植
樹

会
場

を
設

け
、

多
く

の
県

民
の

皆
様

が
参

加
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

。
○

植
樹

用
の

苗
木

は
、

県
内

で
採

取
し

た
種

子
等

に
よ

り
育

成
し

た
も

の
を

使
用

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
、

地
域

植
樹

で
は

児
童

な
ど

県
民

の
皆

様
が

育
て

た
苗

木
も

使
用

し
ま

す
。

○
植

樹
の

際
に

は
、

「
岡

山
県

エ
コ

製
品

」
に

認
定

さ
れ

た
土

を
使

用
す

る
こ

と
で

、
環

境
保

全
を

意
識

し
な

が
ら

資
源

の
循

環
利

用
に

努
め

ま
す

。

お
手

植
え

計
画

２

○
天

皇
皇

后
両

陛
下

に
、

お
手

植
え

を
賜

り
ま

す
。

○
お

手
植

え
さ

れ
た

記
念

樹
は

、
第

7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

を
記

念
し

、
県

土
を

育
む

豊
か

な
森

づ
く

り
の

シ
ン

ボ
ル

と
し

て
大

切
に

管
理

・
育

成
し

て
い

き
ま

す
。

第
7
0
回

全
国

植
樹

祭
（

愛
知

大
会

）

第
３

章
植

樹
行

事
計

画

■
天

皇
陛

下
お

手
植

え
樹

種

樹
種

特
徴

・
選

定
理

由
な

ど

ア
カ

マ
ツ

（
抵

抗
性

：
桃

太
郎

松
）

・
県

の
木

と
し

て
広

く
県

民
に

親
し

ま
れ

て
い

ま
す

。
・

建
築

材
と

し
て

の
利

用
の

ほ
か

、
備

前
焼

の
燃

料
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

ま
す

。
・

第
1
8
回

大
会

（
昭

和
4
2
年

）
で

天
皇

皇
后

両
陛

下
が

お
手

植
え

さ
れ

た
樹

種
で

す
。

ヒ
ノ

キ
（

少
花

粉
）

・
県

の
林

業
を

支
え

る
主

要
樹

種
で

、
県

内
に

は
気

候
風

土
に

適
し

た
ヒ

ノ
キ

が
多

く
植

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

・
建

築
材

な
ど

に
利

用
さ

れ
、

生
産

量
は

全
国

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

で
す

。
・

第
1
8
回

大
会

で
皇

后
陛

下
が

お
手

播
き

さ
れ

た
樹

種
で

す
。

ス
ギ

（
少

花
粉

）

・
県

の
林

業
を

支
え

る
主

要
樹

種
で

、
ヒ

ノ
キ

の
次

に
多

く
植

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

・
建

築
材

や
Ｃ

Ｌ
Ｔ

の
材

料
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

ま
す

。

1
1

県
を

代
表

す
る

有
用

な
樹

木
3
種

を
選

定

樹
種

特
徴

・
選

定
理

由
な

ど

ク
ロ

ガ
ネ

モ
チ

・
地

方
名

の
「

あ
く

ら
」

は
岡

山
市

内
の

道
路

の
名

称
と

し
て

も
親

し
ま

れ
て

い
ま

す
。

・
5
月

か
ら

6
月

頃
に

淡
紫

色
の

小
花

を
咲

か
せ

た
後

、
赤

い
実

を
付

け
ま

す
。

ア
テ

ツ
マ

ン
サ

ク

・
阿

哲
郡

（
現

・
新

見
市

）
で

発
見

さ
れ

、
命

名
さ

れ
た

地
域

固
有

種
で

す
。

・
2
月

か
ら

3
月

頃
に

淡
黄

色
で

短
冊

の
よ

う
な

花
を

咲
か

せ
ま

す
。

キ
ク

ザ
ク

ラ

・
昭

和
2
8
年

に
昭

和
天

皇
が

行
幸

啓
の

際
、

後
楽

園
に

植
樹

さ
れ

ま
し

た
。

・
池

田
厚

子
さ

ん
（

順
宮

厚
子

内
親

王
）

の
お

印
で

す
。

・
4
月

下
旬

に
淡

紅
色

の
多

数
の

花
弁

を
付

け
る

「
菊

咲
き

」
を

し
ま

す
。

■
皇

后
陛

下
お

手
植

え
樹

種

県
に

ゆ
か

り
の

あ
る

花
や

実
の

美
し

い
樹

木
3
種

を
選

定

1
5
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第
３

章
植

樹
行

事
計

画

■
お

手
植

え
樹

種
配

置
図

■
お

手
植

え
標

準
図

1
6

第
7
0
回

全
国

植
樹

祭
（

愛
知

大
会

）

天
皇

陛
下

皇
后

陛
下

御
座

所
方

向

お
手

植
え

箱
お

手
植

え
箱

植
穴

客
土

客
土

平
面

図
断

面
図

皇
后

陛
下

①
ア

カ
マ

ツ
②

ヒ
ノ

キ
(少

花
粉

)
③

ス
ギ

(少
花

粉
)

②
ア

テ
ツ

マ
ン

サ
ク

①
ク

ロ
ガ

ネ
モ

チ
③

キ
ク

ザ
ク

ラ

2
0
c
m

2
0
c
m
程
度

約
8
0
ｃ
ｍ

第
３

章
植

樹
行

事
計

画

お
手

播
き

計
画

３

○
天

皇
皇

后
両

陛
下

に
、

お
手

播
き

を
賜

り
ま

す
。

○
お

手
播

き
さ

れ
た

種
子

か
ら

養
成

し
た

苗
木

は
、

岡
山

県
が

管
理

・
育

成
し

、
県

内
の

公
共

施
設

等
に

「
記

念
樹

」
と

し
て

配
付

し
ま

す
。

1
7

将
来

に
わ

た
り

林
業

を
支

え
る

樹
木

2
種

を
選

定

樹
種

特
徴

・
選

定
理

由
な

ど

ヒ
ノ

キ
（

少
花

粉
）

・
将

来
に

わ
た

り
林

業
を

支
え

る
樹

種
と

し
て

県
が

普
及

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

※
木

材
の

利
用

期
を

迎
え

て
い

る
ス

ギ
・

ヒ
ノ

キ
人

工
林

の
伐

採
に

併
せ

て
、

跡
地

に
少

花
粉

苗
木

に
よ

る
植

替
え

を
促

進
す

る
な

ど
花

粉
発

生
源

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

ス
ギ

（
少

花
粉

）

■
天

皇
陛

下
お

手
播

き
樹

種

■
皇

后
陛

下
お

手
播

き
樹

種 樹
種

特
徴

・
選

定
理

由
な

ど

ヤ
マ

ザ
ク

ラ

・
県

内
に

広
く

自
生

す
る

野
生

種
で

、
県

の
天

然
記

念
物

な
ど

、
地

域
の

シ
ン

ボ
ル

と
な

っ
て

い
ま

す
。

・
淡

紅
色

の
花

を
咲

か
せ

、
新

緑
の

山
野

に
春

の
風

情
を

添
え

て
い

ま
す

。

イ
ロ

ハ
モ

ミ
ジ

・
県

内
に

広
く

自
生

す
る

樹
種

で
、

国
の

名
勝

の
豪

渓
な

ど
、

多
く

の
名

所
が

あ
り

ま
す

。
・

紅
葉

す
る

様
子

は
鮮

や
か

で
、

秋
の

自
然

景
観

に
彩

り
を

添
え

て
い

ま
す

。

四
季

折
々

の
景

観
を

形
成

す
る

花
や

紅
葉

の
美

し
い

樹
木

2
種

を
選

定
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第
３

章
植

樹
行

事
計

画

■
お

手
播

き
樹

種
配

置
図

1
8

第
7
0
回

全
国

植
樹

祭
（

愛
知

大
会

）

天
皇

陛
下

皇
后

陛
下

御
座

所
方

向

お
手

播
き

箱
お

手
播

き
箱

①
ヒ

ノ
キ

(少
花

粉
)

②
ス

ギ
(少

花
粉

)
②

イ
ロ

ハ
モ

ミ
ジ

①
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

1
9

第
３

章
植

樹
行

事
計

画

代
表

者
記

念
植

樹
計

画
４

○
招

待
者

代
表

は
、

式
典

会
場

内
で

、
天

皇
皇

后
両

陛
下

の
２

本
目

の
お

手
植

え
と

同
時

に
そ

れ
ぞ

れ
１

本
ず

つ
行

い
ま

す
。

○
樹

種
は

、
天

皇
皇

后
両

陛
下

の
お

手
植

え
と

同
じ

樹
種

と
し

ま
す

。
○

代
表

者
記

念
植

樹
木

は
、

ア
フ

タ
ー

地
域

植
樹

等
に

お
い

て
、

本
県

の
森

づ
く

り
に

活
用

し
ま

す
。

■
お

手
植

え
所

・
お

手
播

き
所

お
よ

び
代

表
者

記
念

植
樹

配
置

図

検
討

中

○
都

道
府

県
代

表
者

等
は

、
式

典
会

場
2
F
で

、
式

典
開

始
前

に
そ

れ
ぞ

れ
１

本
ず

つ
植

樹
を

行
い

ま
す

。
○

樹
種

は
、

天
皇

皇
后

両
陛

下
の

お
手

植
え

と
同

じ
樹

種
と

し
ま

す
。

○
都

道
府

県
代

表
者

等
植

樹
木

は
、

ア
フ

タ
ー

地
域

植
樹

等
に

お
い

て
、

本
県

の
森

づ
く

り
に

活
用

し
ま

す
。

都
道

府
県

代
表

者
等

植
樹

計
画

５

■
都

道
府

県
代

表
者

等
記

念
植

樹
配

置
図

検
討

中

■
都

道
府

県
代

表
者

等
記

念
植

樹
樹

種
（

２
種

）

■
都

道
府

県
代

表
者

等
記

念
植

樹
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

ヒ
ノ

キ
ス

ギ

招
待

者
区

分
植

樹
会

場
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

都
道

府
県

代
表

者
等

ジ
ッ

プ
ア

リ
ー

ナ
岡

山
2
F

午
前

植
樹

式
典

会
場

入
場

後
、

係
員

の
案

内
に

よ
り

、
自

席
か

ら
植

樹
会

場
へ

移
動

し
、

植
樹

を
行

っ
た

後
、

再
び

自
席

へ
移

動
す

る
。

〇
天

皇
陛

下
の

お
手

植
え

と
同

じ
樹

種
を

植
樹

し
ま

す
。
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2
0

第
３

章
植

樹
行

事
計

画

○
コ

ン
テ

ナ
苗

木
は

根
鉢

（
根

と
そ

れ
を

覆
う

土
）

の
部

分
を

崩
さ

な
い

よ
う

、
注

意
し

て
植

穴
に

入
れ

ま
す

。
○

植
穴

の
奥

ま
で

入
れ

て
、

根
鉢

の
上

面
が

地
表

面
よ

り
数

セ
ン

チ
下

の
な

る
よ

う
に

し
ま

す
。

○
周

囲
の

土
を

移
植

ゴ
テ

で
軽

く
か

ぶ
せ

、
上

か
ら

移
植

ゴ
テ

で
押

さ
え

て
土

と
根

鉢
を

密
着

さ
せ

ま
す

。

■
植

樹
要

領
図

（
１

）
コ

ン
テ

ナ
苗

植
樹

要
領

６

①
苗

木
を

植
穴

の
奥

ま
で

入
れ

ま
す

。
②

苗
木

を
ま

っ
す

ぐ
支

え
な

が
ら

、
周

囲
の

土
を

移
植

ゴ
テ

で
軽

く
か

ぶ
せ

ま
す

。

③
周

囲
の

土
を

移
植

ゴ
テ

で
軽

く
か

ぶ
せ

、
上

か
ら

移
植

ゴ
テ

で
押

さ
え

て
土

と
根

鉢
を

密
着

さ
せ

ま
す

。

2
1

第
３

章
植

樹
行

事
計

画

○
ポ

ッ
ト

苗
木

を
植

穴
に

入
れ

ま
す

。
○

苗
木

を
ま

っ
す

ぐ
に

な
る

よ
う

に
手

で
支

え
な

が
ら

、
苗

木
の

周
り

に
移

植
ゴ

テ
で

客
土

を
入

れ
ま

す
。

○
地

面
か

ら
少

し
盛

り
上

が
る

ま
で

土
を

か
ぶ

せ
た

ら
、

苗
木

を
軽

く
引

っ
張

り
な

が
ら

、
根

元
を

の
土

を
移

植
ゴ

テ
で

軽
く

押
し

な
ら

し
ま

す
。

■
植

樹
要

領
図

（
２

）
ポ

ッ
ト

苗

①
ポ

ッ
ト

苗
木

を
植

穴
に

入
れ

ま
す

。
②

苗
木

を
支

え
な

が
ら

、
移

植
ゴ

テ
で

客
土

を
入

れ
ま

す
。

③
根

元
の

土
を

移
植

ゴ
テ

で
軽

く
押

し
な

ら
し

ま
す

。
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第
３

章
植

樹
行

事
計

画

2
2

県
外

招
待

者
へ

苗
木

の
贈

呈
７

○
県

外
招

待
者

に
は

、
岡

山
後

楽
園

を
彩

る
樹

木
か

ら
育

て
た

苗
木

を
贈

呈
し

ま
す

。
○

全
国

各
地

に
お

い
て

植
樹

を
し

て
い

た
だ

く
こ

と
に

よ
り

、
岡

山
か

ら
全

国
へ

、
身

近
な

み
ど

り
の

創
出

に
つ

な
げ

て
ま

い
り

ま
す

。

■
各

県
招

待
者

贈
呈

樹
種

（
３

種
）

樹
種

特
徴

ア
ジ

サ
イ

・
６

月
上

旬
か

ら
７

月
中

旬
が

見
頃

・
花

葉
の

池
や

曲
水

下
流

で
梅

雨
の

時
期

に
、

涼
し

げ
な

花
を

咲
か

せ
る

サ
ツ

キ

・
5
月

下
旬

か
ら

6
月

上
旬

が
見

頃
・

ピ
ン

ク
や

朱
色

の
サ

ツ
キ

に
彩

ら
れ

た
唯

心
山

や
延

養
亭

は
、

後
楽

園
を

代
表

す
る

景
色

の
ひ

と
つ

ヒ
ラ

ド
ツ

ツ
ジ

・
4
月

下
旬

か
ら

5
月

上
旬

が
見

頃
・

ピ
ン

ク
や

白
の

ヒ
ラ

ド
ツ

ツ
ジ

が
唯

心
山

を
中

心
に

園
内

を
彩

る

地
域

植
樹

計
画

８

○
令

和
５

年
度

を
中

心
に

県
民

参
加

に
よ

る
植

樹
を

行
い

ま
す

。
○

岡
山

県
の

気
候

風
土

や
会

場
の

特
性

に
適

し
た

樹
木

を
植

樹
し

ま
す

。
○

児
童

な
ど

県
民

が
育

て
た

苗
木

も
使

用
し

ま
す

。
○

木
工

体
験

等
の

イ
ベ

ン
ト

を
併

催
し

幅
広

い
世

代
の

県
民

の
皆

様
に

参
加

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。

※
地

域
植

樹
の

開
催

時
期

及
び

場
所

は
６

ペ
ー

ジ
の

表
を

参
照

第
４

章
式

典
会

場
等

整
備

計
画

基
本

的
な

考
え

方
１

式
典

会
場

等
整

備
計

画
は

、
次

の
事

項
を

基
本

と
し

て
実

施
し

ま
す

。

施
設

配
置

計
画

2

（
１

）
式

典
会

場
エ

リ
ア

（
２

）
お

も
て

な
し

広
場

2
3

会
場

は
、

式
典

会
場

エ
リ

ア
、

お
も

て
な

し
広

場
等

に
ゾ

ー
ン

分
け

し
ま

す
。

式
典

エ
リ

ア
と

隣
接

し
た

場
所

に
配

置
し

、
招

待
者

に
岡

山
の

魅
力

を
Ｐ

Ｒ
し

ま
す

。

○
会

場
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

で
き

る
だ

け
自

然
環

境
に

負
荷

を
与

え
な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
経

費
節

減
を

図
り

ま
す

。
○

会
場

に
設

置
す

る
仮

設
構

造
物

等
に

は
、

県
産

木
材

を
で

き
る

限
り

使
用

す
る

と
と

も
に

、
資

源
の

再
利

用
を

推
進

す
る

な
ど

、
環

境
負

荷
の

低
減

に
努

め
ま

す
。

○
会

場
レ

イ
ア

ウ
ト

や
仮

設
構

造
物

等
は

、
安

全
性

や
機

能
性

を
考

慮
し

、
全

て
の

招
待

者
が

安
心

し
て

快
適

に
参

加
で

き
る

よ
う

配
慮

し
ま

す
。

会
場

レ
イ

ア
ウ

ト
や

構
造

物
等

に
つ

い
て

は
、

安
全

性
や

機
能

性
を

考
慮

し
、

全
て

の
参

加
者

が
安

心
し

て
快

適
に

参
加

で
き

る
よ

う
配

慮
し

ま
す

。
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第
４

章
式

典
会

場
等

整
備

計
画

主
要

施
設

計
画

3

（
１

）
御

座
所

・
ス

テ
ー

ジ

○
み

ど
り

豊
か

な
中

国
山

地
に

源
を

発
し

、
県

内
を

流
れ

る
三

大
河

川
（

吉
井

川
、

旭
川

、
高

梁
川

）
を

伝
統

木
工

技
法

で
あ

る
組

子
で

表
現

し
ま

す
。

○
そ

れ
ぞ

れ
の

河
川

を
彩

る
四

季
折

々
の

花
々

の
ほ

か
、

古
来

よ
り

着
物

等
の

布
地

と
し

て
利

用
さ

れ
て

き
た

麻
の

葉
や

川
面

に
き

ら
め

く
陽

光
を

組
子

で
表

現
す

る
こ

と
に

よ
り

、
「

晴
れ

の
国

」
や

「
光

で
育

つ
緑

」
を

感
じ

さ
せ

る
デ

ザ
イ

ン
と

し
ま

す
。

2
4

検
討

中
検

討
中

平
面

図
側

面
図

第
４

章
式

典
会

場
等

整
備

計
画

2
5

（
２

）
Ｃ

Ｌ
Ｔ

ゲ
ー

ト
○

ヒ
ノ

キ
生

産
量

が
全

国
で

も
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
の

岡
山

県
産

ヒ
ノ

キ
Ｃ

Ｌ
Ｔ

を
、

ジ
ョ

イ
ン

ト
金

具
を

使
用

せ
ず

に
結

合
し

、
強

固
な

６
角

ア
ー

チ
を

形
成

し
た

デ
ザ

イ
ン

と
し

ま
す

。
○

日
本

の
伝

統
木

工
技

法
で

あ
る

組
子

細
工

の
技

術
を

Ｃ
Ｌ

Ｔ
建

築
へ

応
用

し
ま

す
。

立
面

図
側

面
図

検
討

中
検

討
中
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第
４

章
式

典
会

場
等

整
備

計
画

案
内

・
誘

導
計

画
４

○
招

待
者

が
安

全
か

つ
ス

ム
ー

ズ
に

式
典

や
植

樹
行

事
な

ど
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
、

各
施

設
等

へ
の

移
動

に
支

障
が

な
い

よ
う

、
各

所
に

案
内

サ
イ

ン
を

設
置

し
ま

す
。

○
案

内
サ

イ
ン

の
材

料
に

は
、

県
産

木
材

の
ほ

か
、

リ
ユ

ー
ス

可
能

な
製

品
の

活
用

等
、

環
境

に
配

慮
し

た
資

材
の

使
用

に
努

め
ま

す
。

○
案

内
サ

イ
ン

は
、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

に
留

意
し

、
招

待
者

が
見

や
す

い
色

彩
、

大
き

さ
に

す
る

と
と

も
に

、
見

や
す

い
位

置
、

高
さ

に
設

置
し

ま
す

。
ま

た
、

視
覚

障
害

者
向

け
に

音
声

案
内

設
備

を
設

置
す

る
な

ど
、

障
害

等
の

特
性

に
応

じ
た

方
法

で
案

内
で

き
る

よ
う

対
応

し
ま

す
。

配
置

区
域

サ
イ

ン
種

別
内

容

会
場

全
体

施
設

表
示

各
エ

リ
ア

、
施

設
等

の
名

称
を

表
示

誘
導

招
待

者
を

各
エ

リ
ア

、
施

設
等

に
誘

導
す

る
サ

イ
ン

を
動

線
上

に
設

置

注
意

事
項

遵
守

事
項

、
安

全
管

理
事

項
、

手
荷

物
検

査
の

協
力

要
請

事
項

、
持

ち
込

み
禁

止
物

に
関

す
る

注
意

事
項

等
を

表
示

式
典

座
席

表
示

招
待

者
の

座
席

位
置

等
の

表
示

会
場

案
内

図
会

場
内

の
全

体
図

及
び

現
在

地
の

表
示

2
6

（
３

）
会

場
内

工
作

物

○
原

則
と

し
て

県
産

木
材

を
使

用
し

、
安

全
性

、
経

済
性

に
配

慮
し

た
も

の
と

し
ま

す
。

○
会

場
内

工
作

物
は

、
全

国
植

樹
祭

終
了

後
の

再
利

用
を

考
慮

し
て

制
作

し
ま

す
。

プ
ラ

ン
タ

ー
カ

バ
ー

ベ
ン

チ
第

7
2
回

全
国

植
樹

祭
（

滋
賀

大
会

）

飾
花

計
画

6

設
置

区
域

内
容

式
典

会
場

各
エ

リ
ア

の
区

分
や

招
待

者
の

動
線

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、
会

場
の

雰
囲

気
を

引
き

立
て

る
よ

う
配

置
し

ま
す

。

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
Ｐ

Ｒ
会

場
プ

ラ
ン

タ
ー

を
配

置
し

ま
す

。

会
場

の
飾

花
は

、
県

内
産

の
花

き
を

使
用

し
、

会
場

の
雰

囲
気

を
引

き
立

て
る

と
と

も
に

、
招

待
者

の
安

全
か

つ
円

滑
な

動
線

が
確

保
で

き
る

よ
う

配
置

し
ま

す
。

2
7

第
４

章
式

典
会

場
等

整
備

計
画

第
7
2
回

全
国

植
樹

祭
（

滋
賀

大
会

）

電
気

・
通

信
設

備
等

計
画

5

（
１

）
電

気
設

備
計

画

既
存

設
備

で
不

足
が

生
じ

た
場

合
は

、
仮

設
電

源
（

ジ
ェ

ネ
レ

ー
タ

ー
等

）
を

設
置

し
対

応
し

ま
す

。

運
営

を
円

滑
に

行
う

た
め

、
携

帯
電

話
や

ト
ラ

ン
シ

ー
バ

ー
な

ど
の

無
線

通
信

機
器

を
適

正
に

設
置

し
ま

す
。

（
３

）
仮

設
ト

イ
レ

計
画

お
も

て
な

し
広

場
な

ど
に

適
正

な
数

量
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
衛

生
面

に
も

十
分

に
配

慮
し

ま
す

。

（
２

）
通

信
設

備
計

画
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第
５

章
運

営
計

画

基
本

的
な

考
え

方
１

○
全

国
か

ら
の

招
待

者
を

岡
山

ら
し

い
お

も
て

な
し

で
お

迎
え

し
、

開
催

の
意

義
や

理
念

を
広

く
発

信
す

る
場

と
し

ま
す

。
○

全
国

植
樹

祭
の

運
営

に
当

た
っ

て
は

、
市

町
村

、
関

係
団

体
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等
と

の
協

力
、

連
携

を
図

り
な

が
ら

進
め

ま
す

。

招
待

計
画

２

2
8

招
待

者
区

分
人

数
備

考

①
中

央
特

別
招

待
者

3
0
人

国
務

大
臣

、
公

益
社

団
法

人
国

土
緑

化
推

進
機

構
会

長
、

岡
山

県
知

事
、

県
議

会
議

長
、

次
期

開
催

県
知

事
、

岡
山

市
長

等

② 県 外 招 待 者

特
別

招
待

者
2
2
0
人

県
選

出
国

会
議

員
、

中
央

官
庁

・
団

体
関

係
者

、
緑

化
功

労
者

、
コ

ン
ク

ー
ル

入
賞

者
等

一
般

招
待

者
7
0
0
人

各
都

道
府

県
森

林
・

林
業

関
係

者
等

小
計

9
2
0
人

③ 県 内 招 待 者

特
別

招
待

者
2
0
0
人

県
議

会
議

員
、

市
町

村
長

、
緑

化
功

労
者

、
実

行
委

員
会

委
員

等

一
般

招
待

者
7
0
0
人

県
内

の
森

林
・

林
業

・
緑

化
関

係
者

、
県

内
公

募
に

よ
る

一
般

県
民

等

小
計

9
0
0
人

第
５

章
運

営
計

画

招
待
者
行
動
計
画

３

式
典

前
日

の
行

程

2
9

時
間

全
体

進
行

中
央

特
別

招
待

者
特

別
招

待
者

一
般

招
待

者

駅
・

空
港

等

交
流

会
受

付

交
流

会

17
:3

0

交
流

会

19
:0

0
宿

泊
施

設

宿
泊

施
設

作
品

御
覧

18
:0

0

自
宅

駅
・

空
港

等

自
由

行
動

※
岡

山
県

内
の

観
光

地
へ

借
上

車
両

・
公

共
交

通
機

関
等

公
共

交
通

機
関

等
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第
５

章
運

営
計

画

3
0

式
典

当
日

の
行

程

※
本

計
画

の
式

典
行

事
が

午
前

開
始

と
な

る
こ

と
を

想
定

し
た

も
の

で
す

。
式

典
行

事
の

開
始

時
間

や
行

動
計

画
は

変
更

と
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

時
間

全
体

進
行

中
央

特
別

招
待

者
特

別
招

待
者

一
般

招
待

者

宿
泊

施
設

宿
泊

施
設

駅
等

宿
泊

施
設

入
場

・
着

席

お
も

て
な

し
広

場

8:
00

プ
ロ

ロ
ー

グ

エ
ピ

ロ
ー

グ

記
念

式
典

式 典 行 事

10
:0

0

プ
ロ

ロ
ー

グ

記
念

式
典

エ
ピ

ロ
ー

グ

代
表

者
記

念

植
樹

お
も

て
な

し
広

場

11
:0

0

9:
50

完
全

着
席

12
:0

0

13
:0

0

14
:0

0

駅
・

空
港

等

受
付

・
入

場
チ

ェ
ッ

ク
・

着
席

都
道

府
県

代
表

者
等

記
念

植
樹

都
道

府
県

代
表

者
等

記
念

植
樹

駅
等

9:
30

自
由

行
動

※
お

も
て

な
し

広
場

に
て

お
楽

し
み

い
た

だ
け

ま
す

。

駅
・

空
港

等

借
上

車
両

等

借
上

車
両

・
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
等

借
上

車
両

等

借
上

車
両

・
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
等

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

等

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

等

第
５

章
運

営
計

画

受
付

計
画

４

（
１

）
受

付
内

容

○
招

待
者

（
中

央
特

別
招

待
者

を
除

く
）

に
つ

い
て

は
、

総
合

グ
ラ

ウ
ン

ド
内

受
付

会
場

に

て
受

付
を

行
い

ま
す

。

○
必

要
に

応
じ

て
受

付
業

務
の

補
助

等
の

対
応

が
と

れ
る

よ
う

、
関

係
者

と
連

携
を

図
り

ま
す

。

招
待

者
区

分
受

付
日

受
付

種
類

受
付

場
所

受
付

内
容

中
央

特
別

招
待

者
前

日
宿

泊
受

付
指

定
宿

泊
施

設

①
ル

ー
ム

キ
ー

の
引

き
渡

し
②

記
念

品
・

大
会

用
品

の
配

付
③

宿
泊

案
内

の
配

付
④

交
流

会
参

加
の

案
内

特
別

招
待

者

（
県

外
・

県
内

）

一
般

招
待

者

（
県

外
・

県
内

）

当
日

①
会

場
受

付

総
合

グ
ラ

ウ
ン

ド
（

シ
テ

ィ
ラ

イ
ト

ス
タ

ジ
ア

ム
）

①
本

人
確

認
②

大
会

用
品

の
配

付
③

手
荷

物
預

か
り

当
日

②
入

場
チ

ェ
ッ

ク
お

も
て

な
し

広
場

①
手

荷
物

・
Ｉ

Ｄ
カ

ー
ド

の
確

認
、

持
込

禁
止

品
の

預
か

り
②

金
属

探
知

機

3
1

（
２

）
招

待
者

に
配

付
す

る
記

念
品

等

○
全

国
植

樹
祭

の
開

催
理

念
や

大
会

テ
ー

マ
、

岡
山

県
の

自
然

や
産

業
、

観
光

資
源

、
特

産
品

等
を

全
国

に
情

報
発

信
す

る
た

め
に

、
記

念
品

等
を

配
付

し
ま

す
。

○
記

念
品

の
選

定
に

あ
た

っ
て

は
、

岡
山

県
ら

し
い

県
産

品
の

活
用

を
図

り
、

環
境

に
配

慮
し

た

も
の

と
す

る
と

も
に

、
遠

方
か

ら
の

招
待

者
の

持
ち

帰
り

や
す

さ
に

配
慮

し
ま

す
。

○
式

典
の

円
滑

な
運

営
の

た
め

、
Ｉ

Ｄ
カ

ー
ド

等
を

配
付

し
ま

す
。
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第
５

章
運

営
計

画

特
別

接
伴

計
画

５

（
１

）
中

央
特

別
招

待
者

○
移

動
に

は
原

則
と

し
て

、
借

り
上

げ
車

等
の

乗
用

車
を

使
用

し
ま

す
。

○
前

日
は

、
出

迎
え

か
ら

交
流

会
の

受
付

、
会

場
内

の
案

内
、

誘
導

、
宿

泊
場

所
へ

の
案

内
な

ど
常

時
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。

○
式

典
当

日
は

、
出

迎
え

か
ら

受
付

誘
導

、
会

場
内

の
案

内
、

植
樹

誘
導

、
見

送
り

ま
で

常
時

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

○
中

央
特

別
招

待
者

の
行

動
が

常
時

把
握

で
き

る
通

信
連

絡
体

制
を

整
え

ま
す

。

特
別

接
伴

が
必

要
と

認
め

ら
れ

る
招

待
者

に
は

実
施

本
部

員
が

次
の

対
応

を
行

い
ま

す
。

（
２

）
特

別
招

待
者

○
移

動
に

は
原

則
と

し
て

、
バ

ス
を

使
用

し
ま

す
。

○
交

流
会

に
参

加
す

る
特

別
招

待
者

に
つ

い
て

は
、

出
迎

え
か

ら
交

流
会

の
受

付
、

会
場

内
の

案
内

、
宿

泊
場

所
へ

の
案

内
な

ど
常

時
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。

○
式

典
当

日
は

、
出

迎
え

か
ら

受
付

誘
導

、
会

場
内

の
案

内
、

植
樹

誘
導

、
見

送
り

ま
で

常
時

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

○
特

別
招

待
者

の
行

動
が

常
時

把
握

で
き

る
通

信
連

絡
体

制
を

整
え

ま
す

。

作
品

御
覧

・
交

流
会

計
画

６

（
１

）
作

品
御

覧

国
土

緑
化

運
動

・
育

樹
運

動
ポ

ス
タ

ー
原

画
コ

ン
ク

ー
ル

の
優

秀
作

品
及

び
第

7
4
回

全
国

植

樹
祭

大
会

ポ
ス

タ
ー

原
画

作
品

を
展

示
し

、
天

皇
皇

后
両

陛
下

に
御

覧
い

た
だ

き
ま

す
。

3
2

【
主

催
】

公
益

社
団

法
人

国
土

緑
化

推
進

機
構

、
岡

山
県

【
開

催
日

】
全

国
植

樹
祭

開
催

の
前

日

【
出

席
者

】
国

土
緑

化
運

動
・

育
樹

運
動

ポ
ス

タ
ー

原
画

コ
ン

ク
ー

ル
入

賞
者

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
大

会
ポ

ス
タ

ー
原

画
作

者

第
５

章
運

営
計

画

3
3

会
場

内
動

線
計

画
７ （
１

）
入

場
時

の
動

線

（
２

）
退

場
時

の
動

線
入

場
時

の
コ

ー
ス

を
反

対
に

戻
る

動
線

と
し

ま
す

。

【
主

催
】

岡
山

県

【
開

催
日

】
全

国
植

樹
祭

開
催

の
前

日

【
出

席
者

】
中

央
特

別
招

待
者

等

（
２

）
交

流
会

天
皇

皇
后

両
陛

下
の

ご
臨

席
を

賜
り

、
第

7
4
回

全
国

植
樹

祭
招

待
者

の
来

訪
を

歓
迎

し
、

懇
親

を
深

め
る

場
と

し
ま

す
。
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第
５

章
運

営
計

画

会
場

お
も

て
な

し
計

画
８

○
式

典
会

場
と

隣
接

し
て

お
も

て
な

し
広

場
を

設
置

し
ま

す
。

招
待

者
が

快
適

に
過

ご
せ

る
よ

う
総

合
案

内
所

や
湯

茶
接

待
コ

ー
ナ

ー
、

仮
設

ト
イ

レ
等

を
整

備
し

ま
す

。
○

岡
山

県
の

森
林

・
林

業
・

木
材

産
業

の
優

れ
た

製
品

・
技

術
等

を
招

待
者

に
広

く
Ｐ

Ｒ
す

る
と

と
も

に
、

観
光

案
内

や
特

産
品

販
売

を
効

率
的

、
効

果
的

に
実

施
す

る
た

め
、

各
種

展
示

コ
ー

ナ
ー

、
物

産
販

売
コ

ー
ナ

ー
な

ど
を

関
係

団
体

と
協

力
し

な
が

ら
設

置
し

て
、

本
県

の
魅

力
を

広
く

発
信

す
る

空
間

と
し

ま
す

。

区
分

種
類

内
容

お
も

て
な

し
広

場

総
合

案
内

所
各

種
案

内
・

情
報

提
供

湯
茶

接
待

コ
ー

ナ
ー

湯
茶

、
ミ

ネ
ラ

ル
ウ

ォ
ー

タ
ー

の
提

供

展
示

コ
ー

ナ
ー

岡
山

県
の

森
林

・
林

業
・

木
材

産
業

の
優

れ
た

製
品

や
技

術
等

の
紹

介

販
売

コ
ー

ナ
ー

岡
山

県
の

特
産

品
や

飲
食

物
等

の
販

売

臨
時

郵
便

局
記

念
切

手
の

販
売

、
郵

便
・

宅
配

サ
ー

ビ
ス

3
4

第
7
0
回

全
国

植
樹

祭
（

愛
知

大
会

）

第
５

章
運

営
計

画

3
5

検
討

中

■
お

も
て

な
し

広
場

配
置

図

■
お

も
て

な
し

広
場

展
開

イ
メ

ー
ジ

検
討

中
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第
５

章
運

営
計

画

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
等

計
画

９

○
式

典
参

加
者

の
み

な
ら

ず
、

多
く

の
県

民
の

方
々

に
第

7
4
回

全
国

植
樹

祭
を

身
近

に
感

じ
て

い
た

だ
く

た
め

、
真

庭
市

の
「

G
R
E
E
N

a
b
le

H
IR

U
Z
E
N

(グ
リ

ー
ナ

ブ
ル

ヒ
ル

ゼ
ン

)」
に

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
を

設
置

し
、

式
典

を
放

映
す

る
と

と
も

に
各

種
出

展
ブ

ー
ス

を
設

置
し

ま
す

。
○

事
前

に
倉

敷
市

の
「

イ
オ

ン
モ

ー
ル

倉
敷

」
に

P
R
会

場
を

設
置

し
、

植
樹

祭
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
当

日
の

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
へ

の
参

加
を

促
し

ま
す

。

3
6

（
１

）
サ

テ
ラ

イ
ト

会
場

（
２

）
Ｐ

Ｒ
会

場

観
光

文
化

発
信

拠
点

の
施

設
で

あ
る

「
G

R
E
E
N

a
b
le

H
IR

U
Z
E
N

」
に

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
を

設
置

し
ま

す
。

【
実

施
予

定
内

容
】

・
式

典
中

継
・

木
工

製
品

の
展

示
、

販
売

・
木

工
体

験
・

森
林

林
業

パ
ネ

ル
展

示
・

物
産

販
売

等

第
7
2
回

全
国

植
樹

祭
(滋

賀
大

会
）

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場

大
型

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

で
あ

る
「

イ
オ

ン
モ

ー
ル

倉
敷

」
の

イ
ベ

ン
ト

ス
ペ

ー
ス

や
駐

車
場

に
P
R
会

場
を

設
置

し
ま

す
。

【
実

施
予

定
内

容
】

・
第

7
4
回

全
国

植
樹

祭
P
R

・
木

工
製

品
の

展
示

、
販

売
・

木
工

体
験

・
森

林
林

業
パ

ネ
ル

展
示

・
物

産
販

売
等

第
５

章
運

営
計

画

3
7

医
療

・
衛

生
計

画
1

0 ○
県

総
合

グ
ラ

ウ
ン

ド
内

に
救

護
所

を
設

置
し

、
傷

病
者

の
医

療
救

護
を

行
い

ま
す

。
○

消
防

や
近

隣
の

医
療

関
係

機
関

の
協

力
を

得
て

、
緊

急
の

場
合

の
搬

送
・

受
入

体
制

を
整

え
ま

す
。

（
２

）
衛

生
対

策

（
１

）
医

療
救

護
所

の
設

置

○
保

健
所

等
の

協
力

を
得

て
、

食
品

衛
生

や
環

境
衛

生
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

と
協

議
を

行
い

、
衛

生
対

策
体

制
を

整
備

し
ま

す
。

○
食

の
安

全
を

期
す

た
め

、
宿

泊
施

設
や

会
場

内
の

食
品

提
供

施
設

な
ど

の
指

導
を

徹
底

し
ま

す
。

○
飲

食
等

に
よ

り
発

生
す

る
廃

棄
物

の
適

切
な

処
理

を
行

い
、

各
会

場
及

び
そ

の
周

辺
の

環
境

美
化

に
努

め
ま

す
。

消
防

・
防

災
・

警
備

計
画

1
1 ○

消
防

、
警

察
そ

の
他

関
係

機
関

と
の

協
力

体
制

を
築

き
、

連
携

を
密

に
し

て
、

招
待

者
等

の
安

全
を

確
保

し
、

安
心

し
て

参
加

い
た

だ
け

る
よ

う
に

し
ま

す
。

（
１

）
消

防
・

防
災

（
２

）
警

備

○
実

施
本

部
が

中
心

と
な

り
、

異
常

事
態

の
早

期
発

見
・

通
報

に
努

め
ま

す
。

○
会

場
内

は
、

喫
煙

所
を

除
き

全
て

禁
煙

と
し

、
主

要
施

設
に

は
消

火
器

を
設

置
し

ま
す

。
○

お
も

て
な

し
広

場
等

の
火

気
使

用
に

つ
い

て
も

管
理

を
徹

底
し

ま
す

。
○

避
難

計
画

を
策

定
し

、
実

施
本

部
員

へ
の

周
知

を
図

る
と

と
も

に
、

安
全

に
避

難
で

き
る

体
制

を
整

え
ま

す
。

○
会

場
内

で
の

事
件

・
事

故
を

防
止

し
、

円
滑

な
運

営
を

図
る

た
め

、
警

察
等

関
係

機
関

と
協

力
し

て
警

備
を

実
施

し
ま

す
。

○
警

備
員

な
ど

を
配

置
し

て
、

警
備

や
車

両
の

整
理

、
招

待
者

等
の

誘
導

を
行

い
ま

す
。

○
式

典
会

場
の

入
場

ゲ
ー

ト
で

は
、

金
属

探
知

機
等

に
よ

る
持

ち
物

検
査

や
入

場
者

の
確

認
を

行
い

ま
す

。
○

式
典

会
場

、
植

樹
会

場
、

駐
車

場
等

で
は

、
使

用
物

品
等

の
搬

入
後

、
夜

間
も

含
め

、
監

視
・

巡
回

警
備

等
を

行
い

ま
す

。
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第
５

章
運

営
計

画

実
施

体
制

計
画

1
2 ○

円
滑

な
運

営
を

図
る

た
め

の
実

行
組

織
を

設
置

し
ま

す
。

○
県

職
員

な
ど

の
協

力
を

得
て

効
率

的
な

要
員

配
置

を
行

う
と

と
も

に
、

実
施

運
営

の
円

滑
化

及

び
招

待
者

等
の

安
全

性
や

快
適

性
の

確
保

に
努

め
ま

す
。

3
8

○
実

施
体

制
（

案
）

実
行

委
員

会
事

務
局

大
会

運
営

部

会
場

運
営

部

広
報

部

安
全

衛
生

部

招
待

者
接

遇
部

輸
送

管
理

部

式
典

運
営

部

●
施

設
管

理
班

●
植

樹
運

営
班

●
お

も
て

な
し

広
場

班
●

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
班

●
報

道
取

材
班

●
医

療
救

護
班

●
消

防
防

災
・

警
備

班

●
招

待
者

管
理

班
●

受
付

班
●

手
荷

物
班

●
グ

ラ
ン

ド
内

誘
導

班

●
輸

送
管

理
班

●
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
班

●
会

場
交

通
誘

導
班

●
総

務
班

●
入

場
誘

導
班

●
式

典
運

営
班

●
出

演
者

班
●

式
典

植
樹

班

特
別

接
遇

部
●

中
央

特
別

招
待

者
接

遇
班

●
交

流
会

班
●

作
品

御
覧

班

第
５

章
運

営
計

画

3
9

研
修

・
リ

ハ
ー

サ
ル

計
画

1
3

○
円

滑
な

運
営

に
向

け
て

、
係

員
等

の
研

修
を

行
う

ほ
か

、
出

演
者

を
含

め
た

リ
ハ

ー
サ

ル
を

実
施

し
ま

す
。

○
効

果
的

な
研

修
・

リ
ハ

ー
サ

ル
を

実
施

す
る

た
め

、
事

前
に

、
各

班
単

位
の

｢運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
｣を

作
成

し
ま

す
。

○
リ

ハ
ー

サ
ル

計
画

に
基

づ
き

、
係

員
が

業
務

内
容

を
把

握
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

。

（
１

）
係

員
等

の
研

修
計

画

（
２

）
研

修
・

リ
ハ

ー
サ

ル
計

画

係
員

等
の

研
修

は
、

事
前

の
資

料
配

付
、

現
地

視
察

、
リ

ハ
ー

サ
ル

へ
の

参
加

等
に

よ
り

実
施

し
ま

す
。

区
分

時
期

場
所

参
加

者
内

容

出
演

者
説

明
会

８
～

４
カ

月
前

未
定

出
演

者
代

表
式

典
概

要
・

参
加

内
容

説
明

式
典

合
同

練
習

会
３

月
下

旬
未

定
出

演
者

式
典

部
分

の
集

合
練

習

ア
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
合

同
練

習
会

３
月

下
旬

未
定

出
演

者
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

部
分

の
集

合
練

習

係
員

説
明

会
４

月
上

旬
～

中
旬

未
定

係
員

業
務

内
容

の
説

明

１
か

月
前

式
典

リ
ハ

ー
サ

ル
・

総
合

リ
ハ

ー
サ

ル
４

月
下

旬
式

典
会

場
出

演
者

係
員

全
体

通
し

リ
ハ

ー
サ

ル
、

式
典

部
分

の
リ

ハ
ー

サ
ル

１
週

間
前

式
典

リ
ハ

ー
サ

ル
・

総
合

リ
ハ

ー
サ

ル
１

週
間

前
式

典
会

場
出

演
者

係
員

全
体

通
し

リ
ハ

ー
サ

ル
、

車
両

・
参

加
者

誘
導

、
接

遇
研

修
、

非
常

時
訓

練
他

前
日

リ
ハ

ー
サ

ル
開

催
前

日
式

典
会

場
出

演
者

係
員

全
体

通
し

リ
ハ

ー
サ

ル
、

車
両

・
参

加
者

誘
導

、
接

遇
研

修
、

非
常

時
訓

練
他

非
常

時
対

応
計

画
1

4

○
開

催
日

の
1
週

間
前

か
ら

随
時

、
気

象
情

報
の

収
集

に
努

め
、

集
中

豪
雨

、
地

震
、

突
発

事
案

を
含

め
た

非
常

事
態

が
発

生
し

た
場

合
は

、
実

施
の

可
否

を
判

断
す

る
と

と
も

に
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

て
周

知
し

ま
す

。
○

あ
ら

か
じ

め
関

係
機

関
と

万
全

の
連

絡
体

制
を

構
築

し
、

円
滑

な
指

示
・

伝
達

を
行

い
ま

す
。
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第
６

章
宿

泊
・

輸
送

等
計

画

基
本

的
な

考
え

方
1

○
式

典
前

日
の

宿
泊

を
希

望
す

る
招

待
者

に
つ

い
て

は
、

旅
行

会
社

を
通

じ
て

式
典

会
場

の
近

隣

地
域

等
で

宿
泊

施
設

を
手

配
し

ま
す

。

○
式

典
当

日
の

輸
送

に
つ

い
て

は
、

式
典

会
場

の
立

地
を

踏
ま

え
、

公
共

交
通

機
関

を
最

大
限

活

用
し

、
環

境
に

優
し

い
移

動
手

段
を

検
討

す
る

こ
と

と
し

ま
す

。
ま

た
、

宿
泊

地
の

交
通

状
況

等
に

応
じ

て
、

一
部

招
待

者
に

つ
い

て
は

貸
切

バ
ス

に
よ

り
式

典
会

場
へ

移
動

す
る

こ
と

と
し

ま
す

。

○
宿

泊
施

設
の

収
容

人
員

、
宿

泊
料

金
、

道
路

交
通

事
情

、
送

迎
体

制
を

総
合

的
に

勘
案

し
、

無

理
の

な
い

宿
泊

・
輸

送
体

制
を

整
え

ま
す

。

○
参

加
者

の
安

全
で

円
滑

な
輸

送
を

図
る

た
め

、
運

行
ル

ー
ト

、
輸

送
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
及

び
必

要

な
交

通
規

制
等

に
つ

い
て

、
関

係
者

で
綿

密
な

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、

添
乗

員
の

配
置

・
案

内
等

に
よ

り
快

適
な

輸
送

体
制

を
整

え
ま

す
。

○
会

場
周

辺
及

び
ア

ク
セ

ス
道

路
沿

線
の

安
全

を
確

保
し

、
警

備
に

万
全

な
警

備
体

制
を

構
築

し

ま
す

。

○
岡

山
県

の
温

か
い

お
も

て
な

し
の

心
を

も
っ

て
、

無
理

の
な

い
安

全
・

安
心

な
宿

泊
・

輸
送

体

制
を

整
え

ま
す

。

宿
泊

計
画

２

○
式

典
会

場
ま

で
の

道
路

状
況

や
ア

ク
セ

ス
等

を
考

慮
し

た
適

切
な

宿
泊

エ
リ

ア
・

宿
泊

施
設

を

選
定

し
ま

す
。

○
宿

泊
エ

リ
ア

の
特

性
に

応
じ

た
宿

泊
プ

ラ
ン

を
設

定
し

ま
す

。

○
食

事
に

つ
い

て
は

、
本

県
の

食
を

楽
し

ん
で

い
た

だ
け

る
よ

う
工

夫
し

ま
す

。

4
0

第
６

章
宿

泊
・

輸
送

等
計

画

輸
送

計
画

３

○
公

共
交

通
機

関
を

最
大

限
活

用
し

、
環

境
に

優
し

い
移

動
手

段
を

基
本

と
し

た
輸

送
計

画

を
作

成
し

ま
す

。

○
参

加
者

の
安

全
で

円
滑

な
輸

送
を

行
う

た
め

、
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
ま

す
。

○
式

典
当

日
の

道
路

混
雑

等
の

リ
ス

ク
を

想
定

し
た

最
短

ル
ー

ト
を

設
定

し
ま

す
。

○
中

央
特

別
招

待
者

に
は

警
備

上
支

障
の

な
い

車
両

を
使

用
し

ま
す

。

○
実

施
本

部
員

等
は

当
日

会
場

参
集

と
し

ま
す

。

4
1

（
１

）
輸

送
方

針

（
２

）
関

係
車

両
一

覧

招
待

者
区

分
使

用
車

両
台

数
同

乗
者

備
考

中
央

特
別

招
待

者
借

上
車

台
接

伴
員

出
迎

え
・

添
乗

・
誘

導
・

お
見

送
り

特
別

招
待

者
借

上
車

台
添

乗
員

各
種

案
内

・
誘

導

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

2
1
台

添
乗

員
各

種
案

内
・

誘
導

一
般

招
待

者

本
部

員
協

力
員

現
地

集
合

○
式

典
会

場
周

辺
に

輸
送

管
理

本
部

を
設

置
し

、
運

行
状

況
の

管
理

を
一

元
的

に
行

い
ま

す
。

○
会

場
周

辺
の

道
路

や
招

待
者

の
輸

送
ル

ー
ト

に
あ

た
る

道
路

に
つ

い
て

は
、

事
前

に
道

路

管
理

者
と

協
議

の
上

、
道

路
工

事
や

道
路

占
有

許
可

等
の

必
要

な
措

置
を

講
じ

ま
す

。

○
参

加
者

及
び

周
辺

住
民

等
の

交
通

の
安

全
の

確
保

と
車

両
の

円
滑

な
運

行
を

行
う

た
め

、

関
係

機
関

の
協

力
を

得
て

、
交

通
整

理
、

交
通

規
制

等
を

実
施

し
ま

す
。

運
行

管
理

体
制

・
道

路
交

通
対

策
4
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第
７

章
記

念
事

業
等

計
画

基
本

的
な

考
え

方
１

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

理
念

を
広

め
る

と
と

も
に

、
森

づ
く

り
や

木
材

利
用

の
必

要
性

に
つ

い
て

、
県

民
の

皆
様

に
広

く
啓

発
す

る
た

め
、

記
念

事
業

等
を

実
施

し
ま

す
。

記
念

事
業

２

（
１

）
周

期
イ

ベ
ン

ト

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
1
年

前
記

念
イ

ベ
ン

ト

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

大
会

の
周

知
、

開
催

気
運

の
醸

成
等

を
図

る
た

め
、

周
期

イ
ベ

ン
ト

（
１

年
前

、
2
0
0
日

前
、

1
0
0
日

前
、

ア
フ

タ
ー

イ
ベ

ン
ト

）
を

開
催

し
ま

す
。

周
期

イ
ベ

ン
ト

で
は

、
記

念
植

樹
や

森
林

・
林

業
・

木
材

産
業

の
P
R
、

木
工

体
験

な
ど

を

実
施

し
ま

す
。

4
2

丸
太

伐
り

体
験

区
分

時
期

場
所

１
年

前
令

和
５

(2
0
2
3
)年

5
月

2
0
日

岡
山

市
東

区
西

大
寺

南
西

大
寺

緑
花

公
園

・
百

花
プ

ラ
ザ

2
0
0
日

前
令

和
５

(2
0
2
3
)年

1
0
月

８
日

勝
央

町
勝

間
田

勝
央

文
化

ホ
ー

ル
・

図
書

館
周

辺

1
0
0
日

前
令

和
６

(2
0
2
4
)年

2
月

●
日

備
前

市
日

生
町

日
生

「
五

味
の

市
」

周
辺

広
場

ア
フ

タ
ー

令
和

６
(2

0
2
4
)年

秋
頃

新
見

市
正

田
憩

い
と

ふ
れ

あ
い

の
公

園
（

仮
）

記
念

式
典

第
７

章
記

念
事

業
等

計
画

（
６

）
「

木
製

地
球

儀
」

巡
回

展
示

（
７

）
記

録
誌

の
発

行

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

式
典

行
事

、
植

樹
行

事
を

は
じ

め
、

各
種

記
念

行
事

な
ど

の
取

組
を

記
録

誌
に

ま
と

め
、

関
係

機
関

等
に

配
布

し
ま

す
。

4
3

（
３

）
地

域
植

樹
（

再
掲

）

県
内

に
設

置
し

た
地

域
植

樹
会

場
で

県
民

参
加

に
よ

る
植

樹
を

行
い

ま
す

。
岡

山
県

の
気

候

風
土

や
会

場
の

特
性

に
適

し
た

樹
木

を
植

樹
し

ま
す

。

（
５

）
全

市
町

村
参

画
に

よ
る

記
念

植
樹

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

機
運

を
醸

成
す

る
た

め
、

令
和

５
年

度
を

中
心

に
、

県
内

市
町

村
に

お
い

て
、

記
念

植
樹

を
実

施
し

ま
す

。

【
場

所
】

【
内

容
】

各
市

町
村

の
公

共
施

設
等

記
念

植
樹

（
４

）
苗

木
の

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

・
ス

ク
ー

ル
ス

テ
イ

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
記

念
事

業
等

で
活

用
す

る
苗

木
の

育
成

体
験

を
実

施
し

ま
す

。
こ

の
取

組
に

よ
り

森
林

や
身

近
な

み
ど

り
の

大
切

さ
に

つ
い

て
、

多
く

の
県

民
の

皆
様

に
知

っ
て

い
た

だ
く

と
と

も
に

、
第

7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

機
運

を
醸

成
し

ま
す

。

【
時

期
】

令
和

５
年

８
月

～

（
２

）
緑

化
意

識
・

機
運

醸
成

イ
ベ

ン
ト

県
民

の
緑

化
意

識
・

開
催

機
運

の
醸

成
を

図
る

た
め

、
令

和
５

年
度

を
中

心
に

各
種

イ
ベ

ン
ト

に

Ｐ
Ｒ

ブ
ー

ス
を

出
展

す
る

と
と

も
に

、
森

・
み

ど
り

を
テ

ー
マ

に
し

た
読

み
聞

か
せ

を
県

内
の

大
学

等

で
実

施
し

ま
す

。

※
地

域
植

樹
の

開
催

時
期

及
び

場
所

は
６

ペ
ー

ジ
の

表
を

参
照

読
み

聞
か

せ
木

工
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

機
運

を
醸

成
す

る
た

め
、

大
会

シ
ン

ボ
ル

で
あ

る
「

木
製

地
球

儀
」

を
県

内
各

地
（

全
市

町
村

）
で

巡
回

展
示

し
ま

す
。

赤
磐

市
で

の
記

念
植

樹

「
森

・
み

ど
り

が
ひ

ろ
が

る
読

み
聞

か
せ

支
援

事
業

」
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第
７

章
記

念
事

業
等

計
画

4
4

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

併
催

行
事

と
し

て
「

全
国

林
業

後
継

者
大

会
」

を
開

催
し

ま
す

。
全

国
の

森
林

・
林

業
関

係
者

が
一

堂
に

会
し

、
林

業
の

振
興

と
森

づ
く

り
の

重
要

性
に

つ
い

て
意

見
を

交
わ

し
、

林
業

を
担

う
人

た
ち

が
希

望
や

誇
り

を
も

っ
て

働
き

続
け

ら
れ

る
林

業
の

魅
力

を
全

国
に

発
信

し
ま

す
。

■
第

5
2

回
全

国
林

業
後

継
者

大
会

【
時

期
】

令
和

6
(2

0
2
4
）

年
春

（
第

7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

前
日

）

３
関

連
事

業

【
場

所
】

津
山

文
化

セ
ン

タ
ー

（
津

山
市

）

【
内

容
】

森
林

・
林

業
関

係
者

の
活

動
発

表
、

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

<
周

期
イ

ベ
ン

ト
及

び
地

域
植

樹
会

場
等

位
置

図
＞

地
域

植
樹

(大
佐

山
大

日
高

原
)

地
域

植
樹

(ｳ
ｯﾄ

ﾞﾊ
ﾟｰ

ｸ声
ヶ

乢
)

地
域

植
樹

(大
ヶ

山
牧

場
跡

地
)

地
域

植
樹

(恩
原

高
原

)

地
域

植
樹

(高
梁

市
市

有
林

)

式
典

会
場

(岡
山

市
)

2
0
0
日

前
イ

ベ
ン

ト
（

勝
央

町
）

地
域

植
樹

(ﾌ
ｧｰ

ﾏｰ
ｽﾞ

･ﾏ
ｰｹ

ｯﾄ
ﾉｰ

ｽｳ
ﾞｨ

ﾚｯ
ｼﾞ

)

吉
備

中
央

町

鏡
野

町

倉
敷

市

美
作

市
津

山
市

真
庭

市

西
粟

倉
村

新
見

市

高
梁

市

勝
央

町奈
義

町

美
咲

町 赤
磐

市

久
米

南
町

備
前

市

和
気

町

総
社

市

玉
野

市

早
島

町
矢

掛
町

井
原

市

浅
口

市

笠
岡

市
里

庄
町

瀬
戸

内
市

新
庄

村

岡
山

市

サ
テ

ラ
イ

ト
会

場
(真

庭
市

)

1
年

前
イ

ベ
ン

ト
(岡

山
市

)

P
R

会
場

(倉
敷

市
)

1
0
0
日

前
イ

ベ
ン

ト
(備

前
市

)

式
典

会
場

・
サ

テ
ラ

イ
ト

会
場

・
Ｐ

Ｒ
会

場
周

期
イ

ベ
ン

ト
会

場
地

域
植

樹
会

場
全

市
町

村
参

画
に

よ
る

記
念

植
樹

、
木

製
地

球
儀

巡
回

展
示

参
加

市
町

村

第
８

章
広

報
・

協
賛

計
画

基
本

的
な

考
え

方
１

○
広

報
宣

伝
や

協
賛

募
集

を
通

じ
て

、
第

7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

理
念

、
基

本
方

針
及

び
内

容
、

大
会

に
向

け
た

様
々

な
取

組
等

に
つ

い
て

、
広

く
普

及
・

浸
透

を
図

り
、

開
催

へ
の

機
運

を
醸

成
し

て
い

く
と

と
も

に
、

今
回

の
大

会
を

本
県

の
魅

力
を

全
国

に
発

信
す

る
絶

好
の

好
機

と
と

ら
え

、
効

果
的

な
Ｐ

Ｒ
を

行
い

ま
す

。
○

広
報

媒
体

の
特

性
を

生
か

し
た

情
報

発
信

に
よ

り
、

効
果

的
な

広
報

活
動

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

活
用

し
若

い
世

代
へ

の
情

報
発

信
も

行
い

ま
す

。
○

ロ
ゴ

マ
ー

ク
及

び
大

会
ポ

ス
タ

ー
原

画
を

活
用

し
、

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

を
県

内
外

に
広

報
し

ま
す

。

（
１

）
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
活

用

（
２

）
公

共
広

報
媒

体
の

活
用

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
、

記
念

事
業

等
に

関
す

る
情

報
が

広
く

発
信

さ
れ

る
よ

う
、

テ
レ

ビ
、

ラ
ジ

オ
、

新
聞

等
の

各
報

道
機

関
へ

の
情

報
提

供
を

積
極

的
に

行
い

ま
す

。

（
４

）
企

業
・

団
体

と
の

連
携

「
全

国
植

樹
祭

だ
よ

り
」

を
発

行
し

、
開

催
準

備
状

況
や

記
念

事
業

の
実

施
状

況
等

に
つ

い
て

情
報

発
信

し
ま

す
。

広
報

計
画

２

4
5

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
開

設
す

る
と

と
も

に
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

活
用

等
を

通
じ

て
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

・
取

組
等

に
関

す
る

情
報

を
積

極
的

に
発

信
し

ま
す

。
ま

た
、

各
種

問
い

合
わ

せ
や

申
し

込
み

な
ど

に
つ

い
て

も
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

効
率

的
に

活
用

し
ま

す
。

県
及

び
各

市
町

村
の

広
報

媒
体

を
有

効
活

用
し

、
広

く
県

民
に

向
け

て
、

き
め

細
か

い
情

報
提

供
と

Ｐ
Ｒ

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

（
３

）
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

ロ
ゴ

マ
ー

ク
等

の
使

用
を

広
く

呼
び

か
け

る
な

ど
、

県
内

を
中

心
と

し
た

企
業

・
団

体
の

支
援

協
力

に
よ

る
広

報
活

動
を

通
じ

、
第

7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

周
知

を
図

り
ま

す
。

（
５

）
植

樹
祭

情
報

紙
の

発
行

各
種

イ
ベ

ン
ト

で
の

P
R

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

各
種

Ｓ
Ｎ

Ｓ
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第
８

章
広

報
・

協
賛

計
画

4
6

協
賛

計
画

３

（
１

）
資

金
協

賛

（
２

）
物

品
協

賛

○
「

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
」

を
成

功
へ

と
導

き
、

一
過

性
の

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
終

わ
ら

せ
る

こ
と

な
く

、
県

民
を

始
め

と
す

る
多

く
の

方
々

の
心

に
残

る
実

り
多

い
も

の
と

す
る

た
め

に
は

、
こ

の
大

会
の

趣
旨

に
御

賛
同

い
た

だ
く

と
と

も
に

、
広

く
支

援
・

協
力

を
求

め
て

い
き

ま
す

。
○

協
賛

企
業

等
は

、
第

7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

式
典

会
場

や
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

記
録

誌
等

で
協

賛
者

名
を

掲
載

、
お

も
て

な
し

広
場

に
出

展
で

き
る

な
ど

の
特

典
が

得
ら

れ
ま

す
。

（
３

）
そ

の
他

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

に
要

す
る

資
金

（
協

賛
金

）
の

提
供

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

に
要

す
る

物
品

（
協

賛
物

品
）

の
提

供

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

に
要

す
る

機
器

等
の

無
償

貸
与

、
役

務
の

提
供

、
広

告
掲

示
等

に
よ

る
協

力

（
７

）
第

7
4

回
全

国
植

樹
祭

岡
山

2
0

2
4

 応
援

事
業

広
報

計
画

２

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
の

開
催

理
念

に
賛

同
し

、
開

催
周

知
や

機
運

醸
成

、
開

催
成

果
の

継
承

に
協

力
し

て
も

ら
え

る
イ

ベ
ン

ト
を

募
集

し
ま

す
。

ロ
ゴ

マ
ー

ク
等

を
用

い
た

各
種

Ｐ
Ｒ

グ
ッ

ズ
を

作
成

・
配

布
し

、
開

催
の

周
知

と
機

運
の

醸
成

を
図

り
ま

す
。

（
６

）
P

R
グ

ッ
ズ

の
作

成
・

配
布

【
表

紙
写

真
】

①
高

梁
川

②
ヒ

ノ
キ

人
工

林
（

新
見

市
）

③
備

中
神

楽
（

国
指

定
重

要
無

形
民

俗
文

化
財

）

④
清

水
白

桃
（

栽
培

面
積

全
国

一
位

：
Ｒ

元
）

⑤
ピ

オ
ー

ネ
（

栽
培

面
積

全
国

一
位

：
Ｒ

元
) 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩

⑥
備

中
国

分
寺

（
総

社
市

）

⑦
岡

山
城

と
岡

山
後

楽
園

（
岡

山
市

）

⑧
蒜

山
高

原
と

ジ
ャ

ー
ジ

ー
牛

（
真

庭
市

）

⑨
瀬

戸
内

海
と

瀬
戸

大
橋

⑩
特

別
史

跡
旧

閑
谷

学
校

（
備

前
市

）

4
7
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第
7

4
回

全
国

植
樹

祭
実

施
計

画
令

和
６

年
１

月

第
7
4
回

全
国

植
樹

祭
岡

山
県

実
行

委
員

会
事

務
局

（
岡

山
県

環
境

文
化

部
全

国
植

樹
祭

推
進

室
内

）

〒
7
0
0
-8

5
7
0

岡
山

県
岡

山
市

北
区

内
山

下
２

丁
目

４
番

６
号

電
話

番
号

：
0
8
6
-2

2
6
-7

8
7
2
  

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

番
号

：
0
8
6
-2

2
6
-7

8
8
5

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h
tt

p
s:

//
w

w
w

.p
re

f.
o
ka

y
a
m

a
.j
p
/s

it
e
/s

y
o
ku

ju
sa

i2
0
2
4
/

ま
た

は
、

「
第

7
4
回

全
国

植
樹

祭
」

で
検

索
し

て
く

だ
さ

い
。
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資料９ 

 

 

第 74 回全国植樹祭岡山県実行委員会（総会）今後の予定 

 

 

 

会議日程 会議内容（報告、審議、決定事項等） 

【設立総会】 １ 実行委員会の設立について 

（第１回総会） ２ 令和２年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

令和２年11 月16 日 ３ 専門委員会への付託事項について 

【第２回総会】 １ 令和３年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

令和３年３月 23 日   

【第３回総会】 １ 経過報告（専門委員会、広報、関連事業等） 

令和３年７月 30 日 ２ 令和２年度収支決算（案）について 

３ 基本計画の策定について 

【第４回総会】 １ 経過報告（専門委員会、広報、関連事業等） 

令和４年３月 25 日 ２ 令和４年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

３ 基本計画の策定状況について 

【第５回総会】 １ 経過報告（専門委員会、広報、関連事業等） 

令和４年７月 20 日 ２ 令和３年度収支決算（案）について 

３ 基本計画（素案）について 

【第６回総会】 １ 経過報告（専門委員会、広報、関連事業等） 

令和５年１月 18 日 ２ 基本計画（案）について 

→ 令和５年1月31 日の国土緑化推進機構特別委員会で基本計画の承認・決定 

【第７回総会】 １ 令和５年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

令和５年３月 29 日 ※書面開催 

【第８回総会】 １ 経過報告（専門委員会、広報、関連事業等） 

令和５年７月４日 ２ 令和４年度収支決算（案）について 

３ 実施計画（素案）について 

【第９回総会】 １ 経過報告（専門委員会、広報、関連事業等） 

令和６年１月頃 ２ 実施計画（案）について 

→ 令和６年２月の国土緑化推進機構特別委員会で実施計画の承認・決定

【第 10 回総会】 １ 令和６年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

令和６年３月下旬頃 ※書面開催を予定 

令和６年（春） 第 74 回全国植樹祭岡山県開催 

【第 11 回総会】 １ 令和５年度、令和６年度事業報告及び収支決算について 

令和７年２月頃 ２ 実行委員会の解散について 
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